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は
じ
め
に

十
七
・
八
世
紀
会
計
史
は
近
代
会
計
成
立
史
で
あ
る
。
こ
の
中
心
に
は
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
制
度
、
会
計
実
践
の
歴
史
が

た
つ
。

一
六

O
O年
に
成
立
し
た
会
社
円
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
会
社
〕
は
企
業
形
態
、
業
務
内
容
の
変
遷
の
っ
ち
に
一
六
五
七
年
の
ク
ロ

ム
ウ
ェ
ル
の
改
組
、
ま
た
一
六
六
二
年
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
勅
許
を
へ
て
、
よ
う
や
く
本
来
的
〔
近
代
的
〕
な
株
式
会
社
と
な
っ
た
。

株
主
総
会
が
機
能
す
る
民
主
型
株
式
会
社
と
な
っ
た
と
大
塚
久
雄
教
授
は
い
う
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
制
度
に
つ
い
て

大
塚
教
授
は
、

「
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
特
許
状
は
簿
記
の
秘
密
主
義
を
打
破
し
て
監
査
制
度
を
厳
に
し
た
。
:
・
・
七
年
な
い
し
三
年
ご
と
の

一
般
的
決
算
に
際
し
て
、
総
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
役
員
が
可
公
平
無
私
な
評
価
』
を
な
す
べ
し
と
い
う
規
定
に
相
応
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
と
も
か
く
近
代
的
株
式
会
社
の
公
開
せ
ら
る
べ
き
整
然
た
る
簿
記
も
ま
た
、
こ
こ
に
世
界
史
に
お
け
る
最
初
の
姿
を
あ
ら
わ
し
た

〈

1
)

の
で
あ
る
」
と
「
簿
記
の
シ
ス
テ
ム
の
完
成
に
つ
い
て
」
、

そ
の
著
『
株
式
会
社
発
生
史
論
』
で
の
べ
ら
れ
る
が
、

」
の
簿
記
制
度
は

六
六
凪
年
か
ら
は
じ
ま
る
元
帳
を
中
心
と
し
た
諸
帳
簿
体
系
の
な
か
に
あ
る
。

大
塚
教
授
は
企
業
形
態
の
問
題
、
す
な
わ
ち
個
別
資
本
の
集
中
〔
形
態
〕
の
問
題
と
し
て
、
株
式
会
社
の
発
生
過
程
を
分
析
さ
れ
つ

つ、

「
株
式
会
社
」
の
経
済
的
〔
経
済
学
的
〕
木
質
を
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
と
し
た
。
本
書
は
昭
和
十
三
年
(
一
九
三
八
年
)
の
出
版
で

あ
る
が
、
教
授
の
経
済
史
研
究
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
当
時
に
お
い
て
は
学
術
語
と
し
て
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、

「
経
営
史
」
研
究
で
も
あ
り
、
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
経
済
史
と
経
営
史
の
幸
福
な
結
合
に
大
塚
教
授
の
業
績
の
特

色
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
研
究
は
今
日
で
も
さ
ん
然
と
輝
い
て
い
る
。

本
稿
は
十
七
・
八
世
紀
会
計
史
研
究
を
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
制
度
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
。
十
コ
了
四
世
紀
、
北
イ
タ



リ
ア
で
形
成
さ
れ
た
複
式
簿
記
、
こ
れ
は
「
中
世
簿
記
」
と
も
い
わ
れ
る
が
、
い
か
な
る
経
路
で
近
代
化
し
て
ゆ
く
か
。
十
七
世
紀
に
期

間
計
算
が
成
立
す
る
な
か
で
「
近
代
簿
記
」
が
展
開
す
る
が
、
こ
の
近
代
会
計
成
立
史
を
分
析
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

従
来
、
十
四
・
五
世
紀
の
複
式
簿
記
形
成
史
と
十
九
世
紀
の
会
計
発
達
史
に
会
計
史
研
究
の
主
眼
が
あ
る
か
に
見
え
た
が
、
近
代
会
計

生
成
史
に
お
け
る
十
七
世
紀
の
地
位
は
大
き
い
。
こ
の
な
か
で
、
北
イ
タ
リ
ア
と
は
異
る
問
題
が
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
で
出
て
き
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
に
具
体
化
す
る
。

一
六

O
O年
に
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
会
社
と
し
て
形
成
さ
れ
、
以
後
約
二
五

O
年
に
わ
た
る
活
動
を
続
け
る
。

一
般
に
は
「
イ
ギ
リ
ス

東
イ
ン
ド
会
社
」
と
概
括
的
に
表
現
さ
れ
る
が
、
個
人
企
業
の
単
な
る
集
合
体
の
段
階
か
ら
、
近
代
的
株
式
会
社
形
態
に
発
展
す
る
過
程

を
た
と
る
。

一
六
五
七
年
の
グ
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
改
組
、

一
六
六
二
年
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
勅
許
を
へ
て
「
近
代
的
」
株
式
会
社
へ
と
組

織
を
と
と
の
え
る
な
か
で
、
前
述
の
よ
う
に
そ
れ
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
期
間
計
算
に
も
と
づ
く
簿
記
組
織
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
こ

れ
が
一
六
六
四
年
に
始
ま
る
元
帳
を
中
心
と
し
た
帳
簿
体
系
で
、
そ
の
仕
訳
帳
、
元
帳
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
初
期
の
帳
簿
が
分
析
の

対
象
と
な
る
。

円
。
，
“
)

史
料
と
し
て
の
第
一
は
仕
訳
帳
、
元
帳
の
マ
ヌ
ス
ク
リ
プ
ト
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
l
・
ア
ン
ド
・
レ
コ
l
ズ
に
あ
る
。
こ
の
史
料
の
紹
介
を
「
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿
」
と
題
し
て
本
誌
『
立
教
経
済
学

研
究
』
第
二
十
八
巻
第
三
・
四
号
(
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
〉
に
の
べ
た
。

東
イ
ン
ド
会
社
の
研
究
は
才
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
の
両
社
と
も
二
十
世
紀
は
じ
め
に
、
そ
の
研
究
が
深
ま
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て
史
料

と
し
て
用
い
、
ま
た
参
考
に
し
た
文
献
も
多
く
は
こ
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

前
者
と
し
て
は
民

g
弓

ωZJ10ロタ
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こ
の
頂
点
に
大
塚
久
雄
教
授
の
『
株
式
会
社
発
生
史
論
』
が
た
つ
。

そ
の
後
の
わ
が
国
の
研
究
は
大
塚
教
授
の
胸
を
借

り
た
と
も
い
え
る
論
理
の
展
開
が
多
い
。
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
二
五

O
年
余
に
わ
た
る
歴
史
に
お
け
る
初
期
の
研
究
が
、
研
究
史

の
す
べ
て
で
も
あ
る
観
を
み
せ
て
い
る
が
、
大
塚
教
授
の
業
績
の
影
響
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

従
来
の
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
研
究
で
は
、
会
計
史
の
側
面
か
ら
殆
ん
ど
扱
わ
れ
な
か
っ
た
。
近
年
B
・

s-
ヤ
!
メ
イ
教
授
、

ピ
ン
ユ
ン
札
制
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
研
究
が
開
始
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
東

イ
ン
ド
会
社
の
会
計
史
研
究
の
た
ち
お
く
れ
は
、
会
計
史
学
が
十
七
・
八
世
紀
会
計
史
研
究
を
あ
ま
り
問
題
と
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る

「
十
七
・
入
世
組
会
計
史
」
は
複
式
簿
記
が
生
成
し
た
「
十
四
・
五
世
紀
会
計
史
」
が
、

「
今
日
の
段
階
」
に
発
展
す
る
一
画
期
で

あ
る
。
そ
の
中
心
に
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
会
計
史
が
た
つ
。

十
七
・
八
世
紀
会
計
史
が
イ
ギ
リ
ス
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
は
そ
れ
以
上
に
重
要
な
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ

ン
ド
会
社
の
会
計
史
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
会
計
史
は
全
世
界
的
に
み
て
も
、
ま
た
わ
が
国
に
お
い
て
も
研
究
が
少
な
い
。
英
・
蘭
比
較
会

計
史
の
研
究
の
う
ち
に
十
七
・
八
世
紀
会
計
史
は
明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
研
究
の
史
料
、
条
件
は
と
と
の
っ
て
き
て
い
る
。

」
の
点
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。

会
計
史
の
研
究
は
、
本
来
、
実
践
史
料
で
あ
る
帳
簿
の
分
析
か
ら
問
題
を
引
き
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
会
計
実
践
は
帳
簿
記
入
に
具
体



化
す
る
。
会
計
史
は
会
計
実
践
史
で
あ
る
が
、
会
計
史
研
究
は
十
四
・
五
世
紀
の
北
イ
タ
リ
ア
の
研
究
は
、
帳
簿
(
マ
ス
ク
リ
プ
ト
)
を

史
料
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。
大
阪
経
大
の
泉
谷
勝
美
教
授
に
よ
っ
て
こ
の
時
点
は
盛
ん
に
開
拓
さ
れ
て
い
る
。
十
七
・
八
世
紀
以
降
に

な
る
と
、
会
計
史
研
究
は
簿
記
文
献
史
研
究
と
い
う
方
法
を
と
る
。
こ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
を
分
析
し
た
デ
・
ワ

l
ル
(
り
σ
巧
S
Cで
も
、
ま

た
0
・
テ
ン
・
ハ

i
べ

(
0
・
芯
ロ
国
民
話
)
も
そ
う
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
も
小
島
男
佐
夫
教
授
は
『
英
国
簿
記
発
達
史
』

昭

和
四
十
六
年
、
森
山
書
庖
)
で
、
文
献
史
と
し
て
の
展
開
を
し
て
い
る
。
十
七
・
八
世
紀
史
は
、
な
ぜ
、
文
献
史
と
い
う
形
を
と
っ
た
の

か
。
こ
れ
で
充
分
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
は
あ
ろ
う
。
久
野
秀
男
教
授
は
『
英
米
(
加
)
古
典
簿
記
書
の
発
展
史
的
研
究
』
と
題
し
て
(
昭

和
五
十
四
年
、
学
習
院
)
、

簿
記
書
の
歴
史
的
研
究
を
集
大
成
さ
れ
て
い
る
。
教
授
は
正
面
か
ら
「
簿
記
書
:
・
:
の
研
究
」
と
題
さ
れ
て

い
る
。
原
価
計
算
史
の
研
究
も
多
く
文
献
史
的
手
法
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、
十
七
世
紀
の
問
題
を
帳
簿
を
史
料

と
し
た
研
究
と
し
て
行
う
が
、
昭
和
四
十
七
年
の
英
国
留
学
で
、
会
計
帳
簿
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。
帳
簿
は

会
計
史
研
究
の
第
一
次
史
料
で
あ
る
。

文
献
史
的
研
究
は
小
島
教
授
、
久
野
教
授
を
は
じ
め
と
し
て
大
い
に
発
展
し
て
い
る
。
こ
れ
は
会
計
史
学
研
究
の
発
展
の
一
つ
の
姿
で

あ
る
。
原
典
(
ま
た
そ
の
復
刻
版
)
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
事
情
が
背
景
に
あ
る
。
原
典
は
一
つ
の
会
計
史
研
究
の
史

料
で
も
あ
る
が
、
実
践
史
的
に
は
第
二
次
史
料
で
あ
る
。
実
践
史
論
の
展
開
が
今
後
に
課
せ
ら
れ
た
問
題
と
な
る
。
十
七
・
八
世
紀
の
研

究
を
文
献
史
の
手
法
で
な
く
、
帳
簿
分
析
を
行
う
一
つ
の
試
み
と
し
て
主
題
の
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

帳
簿

(
マ
ヌ
ス
ク
リ
プ
ト
)
の
分
析
が
会
計
史
を
発
展
さ
せ
る
。
帳
簿
史
料
を
集
め
分
析
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。
会
計
学
史
も
当

簿
記
書
と
と
も
に
、

然
に
重
要
な
分
野
で
あ
る
が
、
学
史
と
異
な
る
実
践
史
が
、
会
計
史
で
あ
る
。
こ
れ
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
今
後
の
会
計
史
研
究
の
課
題

で
あ
る
。
会
計
史
と
い
う
名
で
、
会
計
思
想
史
、
会
計
文
献
史
、
会
計
実
践
史
が
混
合
的
に
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
性

十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

五



十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

ノ、

を
も
っ
て
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(

1

)

大
塚
久
雄
『
株
式
会
社
発
生
史
論
』
〈
大
塚
久
雄
著
作
集
第
一
巻
)
後
篇
、
株
式
会
社
形
態
の
発
生
と
展
開
、
五

0
0
ペ
ー
ジ
、
補
注
参
照

(

2

)

本
稿
で
用
い
る
帳
簿
は
大
塚
教
授
の
い
う
「
近
代
的
株
式
会
社
の
公
開
せ
ら
る
べ
き
整
然
た
る
簿
記
」
に
あ
た
る
も
の
で
、
二
ハ
六
四
年
か
ら

の
帳
簿
で
あ
る
。
帳
簿
体
系
に
つ
い
て
は
「
イ
ギ
リ
ス
束
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿
」
(
『
立
教
経
済
学
研
究
』
三
十
八
巻
三
・
四
号
、
昭
和
四
十

九
年
〉
と
題
し
て
す
で
に
の
べ
た
。

筆
者
は
昭
和
四
十
七
年
度
に
立
教
大
学
在
外
研
究
員
と
し
て
英
国
留
学
を
な
し
た
。
そ
の
折
に
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿
を
所
蔵

し
て
い
る
宮
島
田

O
B
g
ド

5
5
3
8品
河

2
0注
目
を
訪
ね
、
勉
強
し
た
。
こ
こ
に
は
蕩
大
な
会
計
史
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
元
帳
は
一

六
六
四
年
か
ら
一
八
七

O
年
に
い
た
る
も
の
で
三
九
巻
め
る
。
こ
の
史
料
を
知
っ
た
の
は
留
学
も
後
半
に
入
っ
て
か
ら
で
、
昭
和
四
十
七
年
(
一
九

七
二
年
〉
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス

(
L
・

s
・
E
)
で
の

w
-
T
・
パ
ク
ス
タ

I

教
授
、

B
・

s-
ヤ
l
メ
イ
教
授
の
も
と
で
会
計
学
、
九
百
計
史
を
勉
強
す
べ
く
渡
英
し
た
が
、
こ
の
史
料
に
め
ぐ
り
あ
え
た
こ
と
は
幸
せ
で
あ
っ

た。
元
帳
や
仕
訳
帳
の
芳
干
に
つ
い
て
、
イ
ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
好
意
に
よ
っ
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
帰
国
後
に
依
頼
し
た
も
の
を
含
め
て
木
稿
の
史
料
と
し
て
い
る
。

(
3〉
切
・

ω・
JEHHHOMJω050
寸
D立
3
5
F叩
同
町
門
0
4
0同
司
吉
田
ロ
口
目
白
日
〉
ロ
nD戸
口
昨
日
ロ
岡
山
口
何
回
四
日
田
口
白
回
目
。
C
H
u
g淘山口

ω
Z
2
3
E
〉

?

noロロ片山口四一寸
Z
R予
包
・
ヴ
U
1

弓
・
寸
・
回
目
凶
一
円
四
吋
・
こ
の
論
文
に
十
七
・
八
世
紀
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
一
ニ
四
ペ
ー
ジ
で
、
ヤ

l
メ
イ
教
授
は

「
資
産
の
評
価
」
を
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
史
料
と
し
て
東
イ
ン
ド
会
社
の

I
元
帳
(
一
七
五

O
年
か
ら
五
六
年
ま
で
記
帳
)
を
川
い
て
い
る
。
こ

の
I
一
元
帳
を
見
ょ
う
と
し
た
の
が
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿
に
捜
す
る
機
縁
と
な
っ
た
。

(

4

)

M

・
4

司
宮
古
P
寸
吉
岡
。
]
日

O同
〉
3
0
5門
戸
門
戸
四
日
口
岳
町
民

8
8
5
r
O
2
0
-
3己
g
H
O同
HWD四日目白血日

H
m
o
o
g
H寸
叫

0
・
d
2
4
2田
-
q
ζ
-
n
g
'

E
S
P
E
n
-
-
〉ロ
HH
〉
号
制
HUE-n区間
S
・
d-ω
・〉・



十
七
世
紀
の
会
計
問
題

-

1

近
代
会
計
の
成
立
|
|

十
七
世
紀
。
イ
タ
リ
ア
の
栄
光
は
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
へ
と
移
る
。
十
四
・
五
世
紀
の
北
イ
タ
リ
ア
で
、
当
座
制
企
業
の
非
期
間
的

損
設
計
算
の
手
段
と
し
て
複
式
簿
記
は
成
立
し
た
が
、
や
が
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
北
方
へ
、
そ
し
て
全
世
界
へ
と
伝
播
し
て
ゆ
く
。
そ
れ

ぞ
れ
に
土
着
の
固
有
の
簿
記
計
算
法
が
あ
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
複
式
簿
記
法
に
と
っ
て
代
ら
れ
て
ゆ
く
。
複
式
簿
記
が
企
業
会
計
の
計

算
手
段
と
し
て
一
般
化
し
、
さ
ら
に
唯
一
の
手
段
と
も
な
っ
て
ゆ
く
。

全
世
界
へ
の
伝
播
。
と
く
に
東
洋
へ
の
伝
播
が
問
題
と
な
る
。
地
理
上
の
発
見
時
代
を
へ
て
、
全
世
界
は
文
字
通
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意

味
を
持
っ
て
く
る
が
、
ア
フ
リ
カ
、
南
・
北
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
は
比
較
史
上
問
題
と
な
っ
て
こ
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
東
イ

ン
ド
会
社
の
船
に
乗
っ
て
複
式
簿
記
は
東
洋
に
や
っ
て
き
た
。
中
国
で
も
、
朝
鮮
で
も
、
日
本
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
簿
記
法
を
持
っ
て
い

る
。
朝
鮮
で
は
開
城
簿
記
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
で
は
和
式
帳
合
法
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
今
日
、
洋
式
簿

記
法
と
い
わ
れ
る
複
式
簿
記
法
に
と
っ
て
代
ら
れ
て
い
る
。
複
式
簿
記
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

複
式
簿
記
法
は
な
ぜ
一
般
化
し
た
か
。
中
世
末
期
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
北
イ
タ
リ
ア
で
形
成
さ
れ
た
複
式
簿
記
法
の
論
理
と
精
神
は
近

代
日
資
本
主
義
に
適
合
的
な
存
在
、
唯
一
の
存
在
の
ご
と
き
観
を
呈
し
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
平
戸
、
長
崎
〔
出
島
〕
に
お
い
て
、
和
式

帳
合
は
洋
式
簿
記
に
接
じ
よ
く
し
た
。
ま
さ
に
異
質
文
化
の
接
し
ょ
く
で
あ
る
が
、
や
が
て
幕
末
に
お
い
て
一
方
が
他
を
圧
倒
し
て
ゆ

く
。
西
洋
簿
記
が
東
洋
簿
記
を
征
服
し
た
の
で
あ
っ
た
。

函
洋
簿
記
H
複
式
簿
記
が
空
間
的
に
適
用
範
囲
が
拡
大
す
る
と
同
時
に
、
複
式
簿
記
技
術
も
制
度
的
発
展
を
と
げ
る
。
本
稿
に
お
い
て

十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
シ
ド
会
社
の
会
計
問
題

七



十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

l¥. 

は
後
者
を
時
間
的
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
る
。

十
七
世
紀
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
成
立
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
永
続
企
業
が
成
立
す
る
。
当
座
制
の

揚
葉
。
こ
れ
に
と
も
な
う
会
計
制
庭
の
変
化
は
期
間
損
益
計
算
を
生
み
だ
し
て
く
る
。
期
間
計
算
の
成
立
は
十
七
世
紀
会
計
が
十
五
世
紀

の
簿
記
実
践
と
異
な
っ
て
く
る
。

期
間
計
算
の
成
立
は
決
算
評
価
、
帳
簿
締
切
り
法
と
い
う
決
算
手
続
き
の
な
か
に
新
し
い
問
題
を
生
み
出
し
て
く
る
。
十
七
世
紀
の
研

究
は
近
年
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
て
い
る
。

B
・

s-
ヤ

i
メ
イ
教
授
が
着
々
と
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
小
島
男
佐
夫
教
授
も
ま
た
業

績
を
発
表
し
て
い
る
が
、
筆
者
も
昭
和
四
十
四
年
に
『
近
代
会
計
成
立
史
論
』

(
未
来
社
)
を
発
表
し
た
。

十
九
世
紀
、
二
十
世
紀
と
十
七
・
八
世
紀
と
で
は
ま
た
問
題
の
質
が
異
な
る
。
十
五
世
紀
と
も
十
九
世
紀
と
も
異
な
る
会
計
問
題
が
東

イ
ン
ド
会
社
会
計
の
な
か
に
あ
る
。
こ
と
で
は
ま
だ
固
定
資
産
会
計
は
減
価
償
却
会
計
と
し
て
成
立
し
て
い
な
い
。
資
産
評
価
の
問
題
、

貸
借
対
照
表
の
内
容
・
形
式
の
問
題
、
取
扱
商
品
の
十
七
世
紀
的
特
色
と
商
品
勘
定
の
あ
り
方
の
問
題
、
決
算
締
切
り
問
題
、
会
計
計
算

に
お
け
る
期
間
性
の
進
展
に
と
も
な
う
簿
記
計
算
手
続
の
問
題
な
ど
種
々
あ
る
。

ペ
イ
ン
領
新
大
陸
と
の
銀
貿
易
に
お
い
て
、

オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
は
十
七
世
紀
の
な
か
ば
頃
に
は
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
世
界
商
業
の
覇
権
を
完
全
に
う
ば
う
。
と
く
に
ス

ス
ペ
イ
ン
本
国
を
軍
事
的
、
経
済
的
に
症
服
さ
せ
て
し
ま
う
。
東
イ
ン
ド
貿
易
に
お
い
て
も

ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
勢
力
範
囲
を
お
び
や
か
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
東
イ
ン
ド
会
社
が

活
躍
し
た
。
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
南
ド
イ
ツ
の
銀
と
イ
ー
ス
ト
イ
ン
デ
ィ
ア
の
胡
椴
の
仲
介
貿
易
を
嘗
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、

ス
ベ

イ
ン
領
新
大
陸
の
銀
と
香
料
〔
胡
概
〕
の
取
引
を
行
う
。
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。
両
国
の
競
争
は
英
蘭
戦
争
に
発

展
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
は
「
十
七
世
紀
末
に
近
づ
く
と
と
も
に
、
輸
入
品
目
に
つ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
と
は
異
な
っ
た
ニ
ュ
ア



ン
ス
を
示
し
始
め
る
が
、
銀
を
輸
出
す
る
と
こ
ろ
の
仲
立
ち
商
業
と
い
う
性
格
は
結
局
解
散
に
い
た
る
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
た
と
み
て
差

(
2
)
 

支
え
な
か
ろ
う
」
と
大
塚
教
授
は
い
う
。

十
七
世
紀
後
半
は
、
陛
界
商
業
に
お
け
る
覇
権
を
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
が
本
格
的
に
争
っ
た
時
代
で
あ
る
。
こ
こ
で
記
帳
さ

れ
た
元
帳
が
わ
れ
わ
れ
の
分
析
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
両
国
の
経
済
的
性
格
を
大
塚
教
授
は
「
オ
ラ
ン
ダ
が
全
体
と
し
て
仲

立
ち
商
業
中
心
の
性
格
を
明
ら
か
に
示
し
た
の
に
対
比
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
は
何
よ
り
も
ま
ず
自
国
の
工
業
生
産
物
、
な
か
ん
ず
く

毛
織
物
の
輸
出
を
基
軸
と
し
て
築
か
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
差
違
は
資
本
主
義
化
の
過
程
で
、

「
専
制
型
」
株
式
会
社
(
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
)
と
「
民
主
型
」
株
式
会
社
(
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
)
と
払
付
。

こ
の
時
期
に
会
計
が
、
イ
タ
リ
ア
で
実
践
さ
れ
た
と
こ
ろ
と
異
な
る
展
開
を
示
し
た
。
期
間
計
算
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ

ア
で
は
銀
と
胡
椴
の
交
易
に
よ
る
簿
記
の
問
題
で
あ
っ
た
。
等
し
く
仲
立
ち
商
業
の
形
を
と
る
と
は
い
え
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
段
階

に
な
る
と
銀
と
毛
織
物
の
交
易
と
い
う
形
態
を
と
る
。
銀
の
対
極
に
あ
る
胡
概
と
毛
織
物
、

一
方
は
天
然
、
自
然
の
農
産
物
で
あ
る
胡

椴
、
他
方
は
工
業
生
産
物
で
あ
る
毛
織
物
、
こ
れ
ら
の
生
産
体
制
、
そ
の
体
制
を
成
立
さ
せ
る
基
盤
が
十
四
・
五
世
紀
と
十
七
世
紀
で
は

全
く
異
な
っ
て
き
た
。
十
七
世
紀
の
体
制
で
あ
れ
ば
こ
そ
期
間
計
算
を
必
要
と
し
、
近
代
会
計
を
求
め
て
き
た
。
当
座
制
商
業
に
よ
る
十

四
・
五
世
紀
の
北
イ
タ
リ
ア
、
継
続
制
企
業
の
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
と
な
る
。

こ
の
商
業
の
会
計
が
本
橋
の
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
基
本
的
性
格
ほ
前
期
的
〔
商
業
以
資
本
の
会
計
で
、
イ
タ
リ
ア
段
階
と

等
し
く
商
業
資
本
の
問
題
で
あ
る
。
商
業
の
簿
記
問
題
と
し
て
具
体
化
す
る
が
、
胡
淑
と
毛
織
物
で
は
交
易
構
造
が
異
な
る
。
こ
こ
に
十

七
世
紀
会
計
の
特
色
が
あ
る
が
、
し
か
し
近
代
的
資
本
、
産
業
資
本
の
会
計
問
題
で
は
な
い
。
工
業
会
計
こ
そ
が
企
業
会
計
の
近
代
的
形

態
と
な
る
が
、
そ
の
前
段
階
で
あ
る
。
十
四
、
五
世
紀
と
も
、
十
九
世
紀
と
も
異
な
る
と
こ
ろ
を
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問

十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ツ
ド
会
社
の
会
計
問
題

九



十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

。

題
の
な
か
に
み
て
ゆ
く
。

(

1

)

こ
こ
で
か
か
げ
た
問
題
点
は
B
・

s-
ヤ

l
メ
イ
に
よ
っ
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
切
・

ω・
ペ
回
目
3
J
ω
o自
由
斗
ロ
立
a

z

p
叩
出
z
g弓
一
色

E
E
D
n目
白
日
〉
ロ
8
5江
口
阿
古
開
口
問
]
山
口
門
H
H日
C
C
1
5
c
o
w
-ロ
ω
z
a
g
E
〉
2
0
5片
山
口
四
吋
ZOHu--
白
血
・
ヴ
可
当
・
吋
・
切
由
民
四
円
・
こ
の
論
文
の
第

二
節
吋
宮
何
回
H
q
H
4
2昨
日
日
開
三
ミ

(
H
m
c
c
H
∞CC)
に
い
く
つ
か
の
指
標
を
か
か
げ
て
分
析
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
指
標
を
参
考
に
し
た
。
な

お、

ωo自由

ω040ロ
件
。
叩
丘
町
田
口
品
開
円
四
F
8
0丘
町
戸
の
叩
三
ロ
コ
「
り
Cロ
EOHWDHHU1F叩品回目同日(凶，
FO
〉
口
円
。
口
口
氏
口
問
問
。
4日刊当
wJ10--MM内
M円円
J1・
2
0・hp

oaoσ
叩
♂
戸
田
町
由
)
に
も
す
で
に
問
題
点
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
決
算
H
締
切
り
の
問
題
に
つ
い
て
は

Q
S
E回
忌
∞
戸
包
問
。
♂
〉
R
E
D
H
-口
問
自
己

切戸何回目口叩回目月四回
g
吋

n
y
Z
Z
H
H
Hヴ
2

y
当
5芯
吋

同

申

叶

C
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
元
帳
締
切
り
」
と
い
う
題
名
で
あ
る
が
、
ロ
g
山口問

HFO

F
E四四♂

ω
-
g
o
D
ω
g
i
p
s且

HF叩
切
門
戸
広
島
切
と
g
n叩
ω
Z
Z
と
い
う
題
名
が
正
式
で
あ
る
。

(
2
〉
大
塚
久
雄
『
近
代
欧
州
経
済
史
序
説
』
(
大
塚
久
雄
著
作
集
第
二
巻
)
一

O
二
ペ
ー
ジ
。

(

3

)

大
塚
久
雄
前
掲
書
(
向
上
)
一

O
五
ペ
ー
ジ
。

(

4

)

「
専
制
型
」
、
「
民
主
型
」
と
い
う
類
型
は
大
塚
教
授
に
よ
っ
た
。
大
塚
久
雄
『
株
式
会
社
発
生
史
論
』
(
大
塚
久
雄
著
作
集
第
一
巻
)
参
照
。

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

十
七
世
紀
に
い
た
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
設
立
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
株
式
会
社
と
い
う
企

業
形
態
が
、
前
期
的
資
本
の
営
み
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
く
る
。
金
融
日
資
本
調
達
に
、
よ
り
永
続
的
な
企
業
形
態
の
確
立
と
な
る
。
そ

し
て
、
株
式
会
社
の
近
代
的
成
立
は
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
一
六
五
七
年
の
グ
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
改
組
で
あ
っ
た
。
十
七
世
紀
の
後
半

に
い
た
る
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
世
界
商
業
の
競
争
で
イ
ギ
リ
ス
〔
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
〕
は
優
位
に
た
っ
た
。

一
六

O
O年
十
二
月
末

日
に
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
と
通
称
さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン
〔
旧
〕
東
イ
ン
ド
会
社
が
成
立
す
る
が
、
当
座
制
企
業
か
ら
永
続
制
企
業
へ
と

建
展
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

「
一
六
二
二
年
に
至
っ
て
つ
い
旧
来
の
全
く
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
個
別
企
業
制
を
揚
棄
し
て
い
わ
ゆ
る
合
本



企
業
制
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
合
本
企
業
制
は
右
の
一
ム
ハ
一
三
年
よ
り
一
六
五
七
年
に
お
け
る
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
改
組
に

至
る
ま
で
続
く
の
で
あ
る
」
。

「
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
を
二
分
し
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
礎
石
を
置
い
た
と
な
さ
れ
る
か
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
は
、
当
然
に
、
東
イ

ン
ド
会
社
に
も
、
決
定
的
な
影
響
を
投
げ
か
け
た
。

つ
宇
品

n
ノ、
一
六
五
七
年
の
グ
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
特
許
状
に
よ
る
改
組
を
起
点
と
し
、
か

つ
王
政
復
古
治
下
に
お
け
る
ぞ
れ
の
展
開
に
よ
っ
て
、
東
イ
ン
ド
会
社
は
世
界
史
上
最
初
の
近
代
的
『
民
主
型
』
株
式
会
社
に
転
化
す
る

と
い
う
歴
史
的
な
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
」
。
こ
の
大
塚
教
授
の
一
言
に
対
応
す
る
か
の
ご
と
く
に
、
継
続
企
業
(
ゴ

i
イ
ン
グ
・
コ
ン
サ

ー
ン
)
概
念
が
形
成
さ
れ
て
く
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
新
し
い
会
計
制
度
が
以
下
に
分
析
す
る
元
帳
の
な
か
に
示
さ
れ
て
く
る
。

「
一
六
五
七
年
の
特
許
(
状
)
は
重
複
す
る
航
海
の
継
続
的
集
合
体
と
し
て
商
業
を
遂
行
し
た
継
続
的
な
企
業
実
体
を
つ
く
り
だ
し

た
。
こ
こ
に
形
成
さ
れ
た
会
計
問
題
は
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
」
。

一
六
六
四
年
八
月
よ
り
は
じ
ま
る
会
計
制
度
が
前
述
の
よ
う
に
イ
ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
-
ア
ン
ド
・
レ
コ

i
ズ
に

あ
る
帳
簿
の
な
か
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
最
初
は
一
六
六
四
年
か
ら
二
ハ
六
九
年
に
わ
た
る

B
元
帳
と
い
わ
れ
る
二
冊
の
帳
簿
で
あ

る。

門
補
注
〕
こ
の
二
冊
の
帳
簿
の
古
い
方
を
A
一
兄
様
、
新
し
い
方
を
B
元
帳
と
ピ
ン
ユ
ン
(
胃
ぇ
・
巧
佐
官
ロ
〉
は
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
や

ま
り
で
あ
る
。
研
究
の
都
合
か
ら
B
元
帳
の
上
、
下
と
呼
び
た
い
。
な
お
イ
ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
に
お
け
る
分
類
番
号
は
、
B
元
帳
の
上
は
F
¥
〉

¥の
¥
H
¥
H
b

で、

B
元
援
の
下
は
ど
〉
¥
Q
D
D
¥
ω

で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
C
元
援
の
番
号
は
ド
¥
〉
¥
の
ゐ
己
主
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
知
ら
れ

る
が
B
元
帳
の
上
巻
も
「
二
番
」
で
あ
り
、
こ
の
分
類
の
「
一
番
」
は
出
O
H
H
H

叩
曲
目
立
2
5
2
n・
4
0
日・
H

・
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
元
帳
全
体
系
に

つ
い
て
は
前
掲
、
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿
」
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
八
巻
第
三
・
四
号
(
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題



十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

ピ
ン
ユ
ン
は
「
帳
簿
と
し
て
は
二
冊
の
分
離
し
た
元
帳
と
な
っ
て
い
る
が
、
B
元
帳
ハ
B
元
帳
の
下
|
|
茂
木
)
は
A
元
帳
(
B
元
帳
の
上
ー
ー
ー

茂
木
)
の
単
な
る
延
長
で
あ
る
。

B
元
帳
に
お
け
る
丁
数
は
A
元
帳
の
最
後
の
丁
数

Q
oロC
M

ヨー
}lili--
茂
木
注
)
か
ら
連
続
し
て
番
号
が
ふ
ら
れ
て

い
る
。
記
入
が
満
杯
に
な
っ
た
と
き
、

A
元
帳
に
お
け
る
勘
定
は
、
そ
れ
ら
が
依
然
と
し
て
同
一
元
帳
に
あ
る
か
の
ご
と
く
、

B
元
帳
の
新
フ
ォ
リ

ハ
4
〉

才
に
転
記
さ
れ
る
」
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
別
々
の
帳
簿
で
は
あ
る
が
、
同
一
内
容
を
記
す
元
帳
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
「
一
冊
の
仕
訳

帳
(
イ
ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
分
類
番
号
は
ど
と
の
己
¥
日
ニ
ー

i
茂
木
)
が
二
冊
の
元
帳
の
原
始
記
録
簿
と
し
で
あ
っ
た
」
と

い
わ
れ
、
「
A
元
帳
は
、
す
べ
て
の
会
社
の
資
産
が
記
録
さ
れ
た
わ
け
で
な
い
の
で
、
一
杯
に
な
る
ま
で
は
締
切
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
文
章
か
ら
帳
簿
の
締
切
り
と
決
算
と
は
必
ず
し
も
関
係
が
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

十
七
世
紀
は
中
世
簿
記
と
い
わ
れ
る
非
期
間
性
計
算
体
系
の
簿
記
法
が
、
期
間
性
を
お
び
て
く
る
と
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
近
代
簿
記
法

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
簿
記
学
も
、
そ
れ
は
複
式
簿
記
の
記
帳
解
説
諭
で
は
あ
る
が
大
い
に
発
展
し
て
い
る
。

二
ハ

O
O年
に
成
立
し
た
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
会
社
に
お
い
て
も
複
式
簿
記
法
が
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
今
日
で
は
そ

の
帳
簿
は
見
い
出
せ
な
い
。
東
イ
ン
ド
会
社
の
そ
の
初
期
は
「
個
別
企
業
」
的
位
格
が
強
か
っ
た
が
、
複
式
簿
記
法
を
採
用
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
一
六
五
七
年
を
へ
、
さ
ら
に
一
六
六
二
年
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
勅
許
(
状
)
を
へ
て
、
株
式
会
社
と
し
て
の
形

態
を
と
と
の
え
る
な
か
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
近
代
簿
記
法
に
よ
る
会
計
制
度
を
整
え
て
き
た
。
こ
れ
が
現
存
す
る
元
帳
で
あ
っ
て
、
三

十
九
巻
か
ら
な
り
、

一
六
六
四
年
か
ら
一
八
七

O
年
ま
で
の
約
ニ

0
0年
の
活
動
が
記
録
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は

B
元
帳
二
冊
〔
と

C
元
帳
一
冊
〕
を
主
な
分
析
対
象
と
し
て
主
題
に
せ
ま
っ
て
ゆ
く
。

こ
の
仕
訳
帳
、
元
帳
を
中
心
と
し
て
補
助
簿
体
制
も
と
と
の
う
。
大
塚
教
授
の
ハ
ン
タ
ー
に
よ
り
つ
つ
「
と
も
か
く
近
代
的
株
式
会
社

の
公
開
せ
ら
る
べ
き
整
然
た
る
簿
記
も
ま
た
、
こ
こ
に
世
界
史
に
お
け
る
最
初
の
姿
を
あ
ら
わ
し
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
簿
記
体
制
が
、

こ
の
元
帳
に
具
体
化
す
る
。



(

1

)

大
塚
久
雄
司
株
式
会
社
発
生
史
論
』
(
大
塚
久
雄
著
作
集
第
一
巻
)
四
七
O
べ
!
?
。

(

2

)

大
塚
久
雄
前
掲
書
(
向
上
)
四
八
九
ペ
ー
ジ
。

(

3

)

一『・巧
E
Y
P
、吋
}H
叩
河
口
目
白
色
〉

n
n
o
g江
口
四
宮
寸
}
回
日
開

no口
O
B山
口
口
四

4叩
]
呂
田
叩

E

O片
岡

W
H
H
四回目口内凶
H

Z

C

O

S

H

叶
問
。

"
d
E
4
R曲
目
弓

宮
M
n
s
E
B
P
E
n
-
k
rロ
ロ
〉

5
0♂
富
山
口
広
岡
田

P
H
U・
ωω
山・

(

4

)

』・

4
『
山
口

}5・伊豆
FHV・
ω品
目
の
注
一
九
参
照
。

(

5

)

大
塚
久
雄
、
前
掲
書
〈
前
向
)
五

0
0
ペ
ー
ジ
。

四

B
元
帳
に
記
載
さ
れ
た
諸
勘
定
の
若
干
の
考
察

B
元
帳
の
上
巻
は
第
一
フ
ォ
リ
オ
(
了
)
か
ら
二
七
五
フ
ォ
リ
オ
(
丁
)
、

B
元
帳
の
下
巻
は
第
二
七
六
丁
か
ら
六
五
三
丁
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
一
六
六
四
年
八
月
よ
り
一
六
六
九
年
三
月
に
わ
た
る
も
の
で
二
冊
よ
り
な
る
。

帳
簿
は
大
部
の
も
の
で
あ
る
。
厚
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
が
、

一
七
五

0
年
代
の
も
の
で

I
元
帳
と
呼
ば
れ
る
一
七
五

O
年
七
月
か

ら
一
七
五
六
年
六
月
ま
で
を
記
し
た
帳
簿
は
縦
五
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
六
セ
ン
チ
と
い
う
表
紙
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
大
き
さ

は
こ
の
よ
う
に
揃
っ
て
い
る
。

-
元
帳
は
厚
さ
は
八
セ
ン
チ
で
、
本
文
を
記
し
た
ノ

l
ト
部
分
の
厚
さ
は
六
・
五
セ
ン
チ
と
な
っ
て
い

る
。
二
八
八
ア
ォ
リ
オ
(
丁
)
で
あ
っ
た
。

B
元
帳
は
さ
ら
に
厚
い
も
の
で
、
ま
さ
に
大
帳
で
あ
る
。

1 

複
式
記
入

そ
の
記
帳
は
複
記
式
記
入
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
簿
体
系
ゆ
複
式
簿
記
で
あ
っ
た
。
ま
ず
「
複
記
」
に
つ
い
て
み
る
。

B
元
帳
円
上
巻
〕
の
第
一
丁
の
冒
頭
に
船
舶
所
有
者
勘
定
が
の
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

0
4
司忠吋
C

同
門
宮
宮
古
口
足
。
円
岳
山
口
門
仙
沼
n
c
E
H

で
あ
っ
て
、
複
式
記
入
に
よ
っ
て
残
高
勘
定
〔
開
始
残
高
勘
定
〕
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
借
方
側
宏
示
す
。

十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
シ
ド
会
社
の
会
計
問
題



十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

四

Z
E
K戸
口
問
己
目
円
。
H

0
4司
ロ
叩
門
的

O同

F
O
F
O可
山
口
呂
町
門
口
町
田
口
許

一。同
一
※
刊

ロ
円
・

寸
。
∞
白
ロ

ω口
口
日
向
。
円
円
げ
巾
片
円
弘
司

σ門
山
口
同
。
吋
問
。
吉
岡
∞
。
。

W
2・
σ冊
目
ロ
m
門
委
げ
注

目

BHV吋
S
z
a
-
-
-

由。。

こ
れ
は
(
砕
u
q
)

意
書
耳
針
時
嘩
滞
:
・
:
(
粕
叶
)
瀞
劃
際
-M
閃
:
:
・
と
い
う
仕
訳
の
借
方
記
入
を
示
し
た
も
の
で
、
摘
要
欄
は
「
集
合

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
帳
か
ら
繰
越
し
転
記
さ
れ
た
借
方
残
高
と
し
て
」
九

0
0ポ
ン
ド
と
な
る
。

こ
の
帳
簿
の
第
一

O
フ
ォ
リ
オ
(
丁
)
に
残
高
勘
定
が
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
貸
方
記
入
と
し
て

H
w
mロ
山
口
円
。

の吋・

ト・4

0)  。、.，.. 
~ 
ロ
哲
UJ 
rl-

o 
ド~

Cコ
ト・4

回以『

ω
2巾
円
山
口

ωnnogHU門
的
げ
吋
。
ロ
四
日
民
同

2
5
2品
。

官

何

回

swag-口町
内
一

日

B
H
U
3
2
・

・

十

に工〉
旬。。
o 
Cコ

の
よ
う
に
な
る
。
摘
要
欄
は
「
集
合
さ
れ
た
前
帳
よ
り
の
幾
多
の
勘
定
の
貸
方
と
し
て
」
九
八

0
0ポ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
総

括
記
入
で
あ
る
。
九
八

0
0ポ
ン
ド
に
対
応
し
て
、
八
月
一
日
付
の
記
入
の
船
舶
所
有
者
勘
定
は
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
ロ
ー
ヤ
ル
・
マ

ー
チ
ャ
ン
ト
号
所
有
者
勘
定
を
は
じ
め
と
し
て
、
第
五
丁
ま
で
に
十
七
の
勘
定
が
記
さ
れ
て
、
そ
の
合
計
が
九
八

0
0ポ
ン
ド
と
な
っ
て

対
応
す
る
。

元
帳
に
は
仕
訳
帳
の
記
帳
べ

i
ジ
が
示
さ
れ
、
ま
た
対
応
す
る
元
帳
勘
定
の
丁
数
も
記
入
さ
れ
て
、
相
互
関
連
関
係
を
極
力
保
た
う
と

し
て
い
る
。
摘
要
欄
も
叙
述
体
形
式
よ
り
簿
記
術
語
と
し
て
の
形
式
化
が
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
単
に
相
手
勘
定
名
の
み
の
記
入
と
な

る
段
階
か
ら
み
る
と
、
叙
述
記
帳
の
形
式
が
多
分
に
残
っ
て
い
る
。

第
十
二
了
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
勘
定
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
人
名
勘
定
で
あ
る
。
こ
の
複
式
記
入
関
係
を
示
す
も
の
は
、



残
高
勘
定
と
の
対
応
で
あ
る
。

w
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
勘
定
の
借
方
に
、

同
町
内
山
町
〉
匂
ユ
ロ

N
ゆ

ト~

ト4ミ。

、H
，o
切
m
品
目
白

D
n
o
同
。
吋
匹
目
印
色
町
耳
目
口
同
O
吋
自
民
団

oow----

ト四A

o 

m
H
U
e
-
品

t
l
H
C

と
い
う
記
入
が
あ
り
、
残
高
勘
定
貸
方
に
対
応
す
る
。

広
告
〉
同
対
日
日
目
忌

H
H
由

思

5
E
S
E
-
8
2
E
F
z
r
z
E
5
5切
8
5

一
>-' 
i:'V 

m
H
U
l
品

l
i
E

両
勘
定
の
対
応
。

「
前
帳
簿
に
お
け
る
負
債
と
し
て
の

W
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
と
し
て
」
と
い
う
内
容
で
、
負
債
残
高
を
示
す
。
こ
の
返
済

は
現
金
(
冨
oロ
0
5
支
払
い
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
が
、

一
六
六
五
年
四
月
二
十
九
日
に
い
た
る
ま
で
記
帳
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
こ
に

「
前
帳
簿
:
:
:
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
帳
簿
と

B
元
帳
の
関
係
は
当
然
、
関
連
が
あ
る
筈
で
あ
る
が
、
存
在
せ
ず
不
明
で
あ
る
。

複
式
記
帳
は
異
な
る
二
つ
の
勘
定
へ
の
対
応
記
入
で
あ
る
。
こ
れ
は

(
時
同
〉
×
×
欝
尚
:
:
:
¥
¥

(
鴻
同
)
b
K
M
嘩
尚
:
:
・

と
い
う
仕
訳
が
な
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
元
帳
に
設
け
ら
れ
た
×
×
勘
定
の

借
方
と
、
ム
ム
勘
定
の
貸
方
と
の
対
応
と
い
う
。
元
帳
記
入
は
準
備
過
程
と
し
て
仕
訳
帳
に
叙
述
的
な
形
式
の
取
引
の
記
録
が
な
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
形
式
は
十
七
世
紀
初
頭
で
は
仕
訳
帳
左
側
に
あ
る
分
数
式
に
似
た
勘
定
口
座
番
号
の
記
入
法
、
た
と
え
ば
四
一
日
と
い
う
も
の

で
、
本
文
冒
頭
に
仕
訳
の
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
形
式
化
、
記
入
方
式
の
合
理
化
が
進
ん
で
、
前
述
の
よ
う
に
な
る
。

一
つ
の
貰
は
最
も
左
が
仕
訳
の
勘
定
番
号
欄
(
貸
方
ぶ
ん
の
借
方
と
い
う

十
七
世
紀
に
お
い
て
は
仕
訳
帳
の
金
額
欄
は
一
つ
で
あ
る
。

形
式
)
で
、

つ
い
で
、
日
付
棟
、
摘
要
欄
、
金
額
欄
と
な
っ
て
い
る
。

金
額
欄
は
・
四
凶
窓
口
回
目
o
p
と
英
語
で
は
い
わ
れ
る
が
、

元
帳
数
値

と
な
る
べ
き
こ
の
金
額
は
、
中
世
末
期
の
北
イ
タ
リ
ア
で
元
帳
記
帳
が
な
さ
れ
た
と
き
は
本
文
中
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
金
額
を
ふ
く
ん

で
ま
さ
に
叙
述
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
金
額
欄
と
し
て
独
立
し
、
摘
要
欄
の
叙
述
も
簿
記
的
形
式
化
が
進
む
こ
と
と
な
る
。
そ
の
金
額
欄

十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

一五



十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

一
六

が
二
つ
と
な
っ
て
借
方
欄
、
貸
方
欄
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
。

仕
訳
帳
(
円
、
¥
〉
¥
の
¥
H
¥印
¥
H
!
の
S
F
』

O
戸吋

S
C
の
一
六
六
六
年
十
月
〔
十
五
日
〕
の
仕
訳
つ
一
六
八
ペ
ー
ジ
)
の
冒
頭
に
お
一
回
と
あ
る

が
、
二
十
三
丁
に
黒
布
勘
定
が
あ
る
。
ま
た
八
十
三
丁
は
同
じ
く
ブ
ラ
ッ
ク
・
ク
ロ
ス
(
黒
布
勘
定
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
十
三
了
の
黒

布
勘
定
か
ら
八
十
三
丁
の
黒
布
勘
定
へ
の
繰
越
で
あ
る
。
こ
れ
は
損
益
勘
定
へ
行
く
分
で
あ
る
が
。
こ
の
勘
定
は
八
十
三
丁
で
締
切
り
が

な
さ
れ
て
い
る
。

フ
オ
リ
オ

仕
訳
帳
記
入
に
も
と
づ
い
て
元
帳
記
入
が
な
さ
れ
る
が
、
仕
訳
帳
で
は
元
帳
勘
定
の
借
方
、
貸
方
の
対
応
す
る
丁
数
が
示
さ
れ
、
元

帳
の
勘
定
で
は
仕
訳
帳
の
ペ
ー
ジ
数
が
示
さ
れ
て
い
た
。
元
帳
に
は
一
フ
ォ
リ
オ
に
い
く
つ
も
の
勘
定
を
開
設
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

B

一
冗
帳
〔
上
巻
〕
の
第
一
フ
ォ
リ
オ
に
は

O
巧
5
3
0同

F
o
E百戸

E
2岳
山
口
汁
勘
定
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、

可
。
円
円
山
口

HH0
・

。
巧
ロ
mw
吋
印

O
同

H
F
巾
〉
足
立

g
p
o
d司
D
0
2
0同

HFσ
日
出
血
ι

注
目
ロ
岳
山
百
σ
円
円

FmHHH
門
、
そ
し
て

O
巧
ロ
え
白
色

5
0
C
O
B
H
H
吋
吋
目
的
岡
山
立
の
六
つ
の
勘
定
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
取
引
の
発
生
ご
と
に
順
次
に
開
一
設
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
仕
訳
帳
を
通
じ
て
必
要
な
勘
定
が
知
ら
れ
、
こ
れ
を
元

帳
内
記
適
当
な
ス
ペ
ー
ス
を
と
っ
て
作
っ
て
ゆ
く
。

こ
こ
で
は
仕
訳
帳
は
元
帳
記
入
の
準
備
記
録
で
あ
る
以
上
に
、
営
業
日
誌
の
役
目
も
は
た
し
て
い
る
。
こ
れ
が
企
業
経
営
の
管
理
〔
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
〕
に
役
立
っ
て
い
る
。

元
帳
勘
定
形
式
は
「
勘
定
式
」
で
あ
っ
て
、

一
つ
の
べ
!
ジ
に
丁
字
型
が
画
か
れ
る
も
の
で
な
く
、
二
つ
の
ぺ

l
ジ
に
わ
た
る
フ
ォ
リ

オ
形
式
を
と
る
勘
定
で
あ
っ
た
。
ま
た
仕
訳
帳
に
は
金
額
欄
は
「
借
方
」
欄
、

「
貸
方
」
欄
の
二
つ
で
な
く
、

一
欄
式
で
あ
っ
た
。
し
か

し
転
記
関
係
は
極
め
て
厳
重
に
正
確
に
行
わ
れ
て
い
た
。

ハ
1
〉

日
付
の
つ
ぎ
に
記
さ
れ
て
い
る
但
と
は
仕
訳
帳
の
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
。



(

2

)

刊
と
い
う
番
号
は
。
司
宮

a
a
任
。
円
。
苫
一
ロ
呂
町
吋
岳
山
口
付
の
相
手
勘
定

i
l仕
訳
の
場
合
の
借
方
、
貸
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
手
方
の

l
i

記
入
フ
オ
リ
オ
数
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一

O
丁
と
は
残
高
(
切
と

E
Z
G
勘
定
で
あ
る
。

元
帳
の
書
式
に
お
い
て
仕
訳
帳
と
の
関
連
、
ま
た
相
手
勘
定
と
の
関
係
に
よ
っ
て
複
式
記
入
に
よ
る
正
確
性
の
確
保
、
そ
の
検
証
が
、
今
日
の
元

帳
形
式
よ
り
も
入
念
に
な
さ
れ
て
い
る
。
元
帳
(
の
勘
定
〉
記
入
で
は
、
仕
訳
帳
の
ペ
ー
ジ
数
を
記
し
て
転
記
済
み
の
チ
ェ
ッ
ク
印
と
し
て
い
ろ
。

こ
れ
ほ
手
記
式
簿
記
で
は
「
仕
丁
」
欄
で
あ
る
。
仕
訳
帳
で
は
「
一
見
了
」
欄
が
こ
の
役
割
安
は
た
す
@
仕
訳
帳
、
元
帳
で
は
今
日
で
は
一
つ
の
チ
ェ

ッ
ク
欄
と
な
っ
て
い
る
が
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
元
援
を
み
る
と
、
仕
丁
栂
も
、
相
手
勘
定
の
フ
オ
リ
オ
数
を
一
示
す
元
丁
欄
の
両
者
が
設
け
ら
れ
て
い

る。
「
摘
要
」
栂
は
、
今
日
で
は
相
手
勘
定
〔
口
座
〕
名
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
帳
簿
記
入
で
は
寸
Oi--
、
ま
た
∞
司
・
・
・
と
し
て
、
口
座

名
が
出
て
く
る
が
、
そ
札
に
流
い
て
、
取
引
内
容
を
示
す
文
言
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
簿
記
記
録
が
営
業
日
誌
の
役
割
を
は
た
し
て
い
ろ
こ

と
で
あ
る
が
、
や
が
て
損
益
訂
算
の
手
段
位
が
前
回
に
出
て
き
て
、
摘
妥
は
相
手
口
座
名
の
み
と
な
る
。
こ
れ
が
技
術
的
発
展
と
い
わ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
記
入
が
パ
タ
ー
ン
化
す
る
こ
と
は
機
械
簿
記
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
簿
記
へ
の
道
を
拓
く
こ
と
で
あ
る
。
簿
記
の
機
械
的
記
入
、
機
械
化
が
今
日

へ
の
道
程
で
あ
る
。

ハ
3
)
ピ
ン
ユ
ン
は
、
「
一
六
六
四
年
八
月
一
日
に
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
複
式
簿
記
の
元
帳
は
会
社
の
資
産
、
負
債
の
す
べ
て
を
包
含
す
る
も
の
で

は
な
い
」
と
い
う
。
「
種
々
な
る
内
容
を
含
む
門
開
始
〕
棚
卸
記
入
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
五
年
以
上
に
わ
た
っ
て
ぽ
つ
ぽ
つ
と
元
帳
の
勘
定
の

追
加
と
な
っ
て
い
る
」
。
ピ
ン
斗
ン
は
「
旧
帳
簿
へ
の
記
入
と
締
切
り
の
時
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
が
、
期
間
計
算
的
な
意
味
で
の
締
切
り
が
役
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ハ
ン
タ
ー
に
し
て
も
、
二
ハ
六
四
年
八
月
一
日
に
世
界
史
に
か
ん
た
る
帳
簿
組
織
の
出
現
と
い
う
が
、
継
続
す

る
事
業
に
お
け
る
帳
簿
記
憾
の
出
発
点
に
つ
い
て
問
題
を
な
げ
か
け
る
。
新
帳
簿
体
系
の
導
入
と
継
続
。

同
・
若
宮
一

5
・
吋
，
E

H

S

F

D同
〉

2
0
5片
山
口
間
宮

H
V叩
切

8
5
8
X
U
2色
。
切

5
0
2
0同
HWH凶
四
日
間
口
門
回
一
回
目
C

O

S

M
叶
日
0
・

d
巴
4
R回
日
々
富
山
門
吋
?

呂
田
少
日
ν
・
ω白・

商
品
勘
定

2 期
間
計
算
方
式
は
す
で
に
成
立
し
て
い
る
。
口
別
損
益
計
算
段
階
の
ロ
別
商
品
名
商
品
勘
定
の
よ
う
な
仕
入
商
品
の
売
上
完
了
に
よ
る

締
切
り
方
式
は
と
っ
て
は
な
い
。
棚
卸
評
価
が
問
題
と
な
る
。

十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

七



十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

十
七
世
紀
に
お
い
て
期
間
計
算
が
出
現
し
た
こ
と
は
、
個
々
の
商
品
取
引
の
商
品
売
買
損
益
を
確
か
め
る
こ
と
よ
り
は
、

i¥ 

企
業
〔
全

体
〕
の
損
益
H
利
潤
を
計
算
す
る
こ
と
と
な
る
。
企
業
全
体
と
い
う
視
点
が
、
問
。
宮
町
山
門

8
2
3
の
概
念
を
つ
く
り
出
す
。
こ
れ
に
対
応

す
る
か
の
よ
う
に
、
口
別
商
品
名
商
品
勘
定
で
は
な
く
て
、

一
般
商
品
勘
定
が
形
成
せ
ら
れ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
簿
記
書
で
は
こ
の

「
一
般
商
品
勘
定
」
に
つ
い
て
の
説
明
も
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

一
般
高
品
勘
定
は
口
別
商
品
勘
定
の
発
展
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
か
つ
て
、
木
村
和
三
郎
教
授
の
論
理
に
よ
り
つ
つ
、

八
口
別
商
品
名
商
品
勘
定
↓
一
般
商
品
勘
定
↓
商
品
勘
定
の
三
分
割

V

と
い
う
発
展
図
式
を
示
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は

八
十
五
世
紀
日
北
イ
タ
リ
ア
↓
十
七
世
紀
日
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
↓
十
九
世
紀
(
末
)
Uイ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ

V

と
い
う
会
計
論
理
の
展
開
図
式
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

」
の
図
式
は
極
度
の
抽
象
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

一
般
商
品
勘
定
の
出
現
は
口
別
商
品
勘
定
の
存
在
を
否
定
す
る
も
の
で
な
く
、
両

者
は
併
存
す
る
。
十
七
世
紀
に
お
い
て
は
口
別
商
品
名
商
品
勘
定
の
方
が
一
般
的
で
も
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
元
帳
で
は
商

品
名
商
品
勘
定
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。

B
一
元
帳
(
そ
の
上
巻
)
に
あ
ら
わ
れ
る
商
品
名
は
無
数
に
あ
る
。

そ
の
二
三
ブ
ォ
リ
オ
に
黒
布
(
回
日
付
己

05)
勘
定
が
あ
る
。
ま
ず

借
方
倒
。

切
-
m
n
w
n
-
o
H
F

ロ円・

回
出
品
由
。
円
円
。

σ
2
1
H日

叶
O

回
-
m
w
n
w
n
H
C
H
V
-
D

∞ω
匂]向。ロ
0

・

ω
C
1
5
1
0
 



前
に
も
記
し
た
が
二
六
八
と
い
う
数
字
は
仕
記
帳
の
二
六
八
ペ
ー
ジ
に
あ
る
と
い
う
と
と
で
あ
り
、
八
三
と
は
相
手
勘
定
フ
ォ
リ
オ
を

示
す
。
す
な
わ
ち
二
十
三
丁
と
八
十
三
丁
(
黒
布
勘
定
)
と
の
対
応
と
な
る
。
こ
れ
は
繰
越
の
た
め
の
記
入
で
あ
る
。
貸
方
側
は

回目
hwnwnHO口H

ぞ3
炉も

H
A
X山
間
同
ロ
ロ
叩

H
U

日

ω
N

回
吋

B
o
p
o
u『

OH
斗
}
H
O
B
E
C円
四

O
D由
同

。

H
:

c、

ω
c
i
g
-
。

六
丁
は
現
金
勘
定
を
示
し
て
い
る
。
借
方
(
左
ぺ

l
ジ
)
、
貸
方
(
右
べ
!
ジ
)
は
対
応
し
て
一
つ
の
勘
定
〔
形
式
〕
を
示
し
て
い
る
。

元
帳
は
一
行
の
み
し
か
書
け
な
い
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
の
で
、

八
三
丁
に
改
め
て
黒
布
勘
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

切
-mwnw円
】
0
円

F
H
)円・

回
目
。
口
]
内
口
-
。
円

F
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こ
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

九
六
了
に
は
目
白

8
2
0同
同

2
5
2
∞g
w
勘
定
が
あ
る
し
、

七

O
フ
ォ
リ
オ
に
損
益
勘
定
が
あ
る
。

こ
れ
は
前
帳
簿
か
ら
の
繰
越
残
高
と
し
て
五
八
ポ
ン
ド
あ
っ
た
が
、
二
十
三
一
丁
の
貸
方
に
、
ト

i
マ
ス
・
グ
リ
ー
ン
に
現
金
に
て
三

O
ボ

ン
ド
一

0
シ
リ
ン
グ
で
六
月
十
九
日
に
売
っ
て
い
る
が
、

一
O
月
十
五
日
に
λ
十
三
丁
に
転
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
六
月
三

O
日
に
は

販
売
損
が
二
七
ポ
ン
ド
一

0
シ
リ
ン
グ
計
上
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
販
売
損
益
が
計
上
さ
れ
て
い
る
点
に
口
別
計
算
の
個
別
的
な
売
買
損

益
の
記
録
・
計
算
を
知
る
。

マ
ッ
チ
勘
定
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
三
十
五
丁
に
あ
る
。
略
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
商
題

九



十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
シ
ド
会
伐
の
会
計
問
題

りロ

宮白
H
n
y

5
8
M
l
∞
一
路
町
一
、
H
，
C
H
H
H
D
P
円2
5
-

一申

1
2
1
5

一Hmm∞i
寸
|
N
∞

3寸
一

切

ミ

0
3
2
5
3
5

一
六
六
六
年
三
刃
六
日
、
現
金
に
て
買
い
入
れ
、

二
G

ロ吋・

一ω
∞一回

1
2
1
5

一
六
六
八
年
七
月
二
十
八
日
に
「
パ
ン
ダ
ム
航
海
」
勘
定
と
し
て
、
こ
れ
に
引
き
渡

じ
た
。
航
海
勘
定
そ
れ
白
体
も
ま
た
商
品
勘
定
的
処
理
が
な
さ
れ
る
。
マ
ッ
チ
勘
定
そ
れ
自
体
の
引
き
渡
し
で
は
損
益
は
生
じ
な
か
っ
た
。

委
託
品
売
買
と
も
い
え
る
多
く
の
勘
定
が
あ
る
。

(
B
元
慢
の
)
二
一
ニ

O
了
に
勺
巾
3
2
Z
R
W
E
門
官
吋
唱
え
』
C
Y
D

幻
自
吋
山
口
勘

定
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
三

O
T
の
み
で
は
忌
り
ず
二
五
回
了
に
改
め
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。

胡
槻
勘
定
は
中
世
以
来
、
東
邦
貿
易
の
中
心
的
商
品
で
あ
っ
た
。
十
七
世
紀
の
六
・
七

0
年
代
と
も
な
る
と
取
引
量
こ
そ
多
い
が
、
貿

易
に
お
け
る
絶
対
的
重
要
性
は
減
少
し
て
く
る
。
も
ち
論
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
貿
易
に
お
い
て
は
中
心
的
主
要
性
が
あ
っ
て
で
あ

て
い
る
。
こ
れ
が
十
八
世
紀
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
に
追
い
越
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。

ろ
う
が
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
に
お
い
て
は
異
な
っ
て
く
る
。
こ
の
時
代
は
オ
ラ
ン
ダ
の
栄
光
が
香
料
取
引
に
お
い
て
は
ま
だ
残
っ

口
町
田

5
0
E
E
D何
回

目

ロ

各

国

司

m
o
a
n
0
5
5
0円
円
。
⑦
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寸
話
回
。
勘
定
を
み
よ
う

(
B
元
帳
二
四
フ
ォ
リ
オ
)
。
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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
リ
ン
グ
勘
定
は
一
六
六
七
年
六
月
十
五
日
に

B
元
帳
上
巻
分
は
締
切
り
が
な
さ
れ
、

一
0
シ
リ
ン
グ
の
利
益
は
損
益

勘
定
に
転
記
さ
れ
て
い
る
。

B
元
帳
の
上
巻
と
下
巻
と
の
連
絡
関
係
に
つ
い
て
は
後
に
の
べ
た
い
。

B
一
元
帳
上
巻
に
あ
ら
わ
れ
た
勘
定
は
、
以
上
の
ほ
か
極
め
て
多
い
。

硫
黄
(
回
ユ

5
2
8
0
)
勘
定
〔
三
五
丁
〕
、
鉛
勘
定
〔
六
一
丁
〕
、

ス
ペ
イ
ン
・
ワ
イ
ン
勘
定
〔
七
七
丁
〕
、
あ
や
ラ
シ
ャ
勘
定
円
九
五
丁
〕
、

ω
g
ユ2
z
h
w
E
5
C
5
0
5
(緋、

緑
の
服
地
)
勘
定
〔

O
一
ニ
丁
〕
な
ど
と
い
う
勘
定
が
あ
る
。

ま
え
に
の
べ
た
委
託
品
勘
定
(
・
E

・E
・-
E
m
u
E円
唱
え
:
:
)
に
つ
い
て
は
、

mug回目白

ω円四
S
E
E
n
F
2唱
え
の
由
。
吋

m
o
H
U
m
B
E
oロ

〔
ジ
ョ
ー
ジ
・
パ
ピ
ロ
ン
に
委
託
し
た
桂
皮
〕
勘
定
(
一
八
二
丁
)
、

こ
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
パ
ピ
ロ
ン
関
係
が
一
八
二
フ
ォ
リ
オ
か
ら
一
九

一
フ
ォ
リ
オ
ま
で
、
桂
皮
、
紡
績
糸
(
わ

020ロ
百
円
。
)
、
産
菅
(
k
r

口。何回

ω。
R
E
D凹)、

g
-
n
E
R
Y
ω
g
p
E
Eロ
}5・
ω
2
2
2
w
-

F
H
E足
立
ロ
F
胡
栂
そ
し
て
シ
ェ
ラ
ッ
ク

QFo--RW)
な
ど
の
勘
定
で
あ
る
。

つ
い
で
サ
ン
・
サ
ン
ブ
ロ

l
ク

Q
m
B
ω
自[号

gowo)
の
委
任
に
な
る
商
品
に
つ
い
て
、

一
九
四
丁
か
ら
二
二
七
丁
ま
で
書
か
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
綿
布
類
が
多
く
目
に
着
く
。

二
六
八
丁
に
は
わ
宮
片
側

g
丘

E
2
n
F
g
e
8
勘
定
が
あ
る
。
ま
た
一
一
一
丁
に
は
句

E
Zと
σ
円
B
含
勘
定
が
あ
る
。

商
品
売
買
は
そ
れ
自
身
が
一
つ
の
個
別
的
企
業
の
性
格
を
も
っ
た
〈

g
Z
R
(取
引
)
で
あ
っ
た
。
委
託
制
商
業
の
性
格
を
も
っ
場
合

も
あ
る
が
、
ま
た

C
元
帳
に
多
く
み
ら
れ
て
く
る
が
、
取
扱
商
品
の
保
管
さ
れ
て
い
る
倉
庫
業
者
(
若
田

2
F
0
5
0
'
W
2官
。
の
名
を
つ

け
た
商
品
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
。
「
ト

i
マ
ス
・
ス
プ
リ
ン
グ
の
硝
石
」

(ω
と
G
0
2
2
E
寸
吉
田
宮

ωMED器
)
と
か
、

「
チ
ャ

l
レ

ス
・
ア
ス
ト
ン
の
胡
根
」

(HU4宮
門

E
n
g
ュg
〉
由
円
。
ロ
)
勘
定
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

航
海
勘
定
も
商
品
売
買
損
益
に
関
係
が
あ
る
。
三
四
丁
に
は
〈
。
官
官
吉
田
口

H
E広
〔
サ
ラ
ト
向
け
航
海
〕
勘
定
、

J
F官
官
吉
富
山
・

十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題



十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

〈
凶

B
m匂
注
目

HHH
〔
マ
ド
-
フ
ス
パ
タ
ン
航
海
〕
勘
定
(
一
ニ
五
丁
)
、
そ
し
て
三
六
丁
に
は
パ
ン
タ
ム
航
海
勘
定
(
〈
O百
官
言
切
m
g
g
g
)
な
ど

が
あ
る
。

以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
展
開
さ
れ
る
商
品
勘
定
は
口
別
商
品
名
商
品
勘
定
で
、

一
般
商
品
勘
定
と
い
う
形
態
を
も
っ
て
は

現
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
期
間
計
算
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
棚
卸
評
価
が
損
益
計
算
の
た
め
に
な
さ
れ
て
い
る
。
取
扱
商

品
は
種
々
あ
り
、
ま
た
取
引
形
態
も
異
な
る
の
で
一
括
し
て
商
品
勘
定
と
す
る
に
は
余
り
に
も
口
数
が
多
す
ぎ
、
は
ん
雑
で
あ
る
。
当
時

(
1
)
 

に
お
い
て
は
「
商
人
や
会
計
係
は
、
あ
た
か
も
元
帳
に
お
け
る
勘
定
の
増
加
を
さ
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う

に
多
数
で
あ
っ
た
。

個
々
の
商
品
勘
定
の
損
益
数
値
は
損
益
勘
定
に
転
記
さ
れ
る
が
、
こ
の
損
益
勘
定
の
形
成
に
よ
っ
て
、

「
す
べ
て
の
売
買
活
動
の
結
果

一
般
的
な
損
益
勘
定
に
う
っ
す
準
備
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
。

こ
こ
に
決
算
手
続
が

は
、
期
間
の
た
め
の
統
一
が
も
た
、
り
さ
れ
る
し
、

問
題
と
な
っ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
口
別
商
品
名
商
品
勘
定
に
よ
る
損
益
計
算
が
具
体
的
、
実
際
的
で
あ
る
。

一
般
商
品
勘
定
は
企
業
の
商
品
売
買
益
計
算
の

構
造
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
、
こ
の
計
算
の
仕
組
み
が
一
個
の
勘
定
と
し
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
日
、
簿
記
教
育
に
こ
の
一
般
商

品
勘
定
が
商
品
勘
定
の
主
た
る
説
明
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

実
用
性
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。

口
別
商
品
名
商
品
勘
定
の
段
階

は
、
や
が
て
補
助
簿
の
助
け
を
え
て
、
三
分
割
商
品
勘
定
の
段
階
へ
と
進
む
。

(
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3 

損
益
勘
定

前
に
の
べ
た
商
品
勘
定
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
損
益
関
係
勘
定
を
〔
集
合
〕
損
益
勘
定
に
整
理
す
る
。

B
元
帳
(
の
上
巻
)
七

フ
オ
リ
オ

O
丁
に
ま
ず
は
じ
め
の
損
益
勘
定
が
あ
ら
わ
れ
る
。

一
六
六
六
年
六
月
よ
り
一
六
六
八
年
六
月
ま
で
、
つ
づ
い
て
五
八
二
丁
、

一
六
六
四
年
九
月
一
日
よ
り
一
六
六
六
年
六
月
三

O
日
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。

一
六
六
八
年
六
月

つ
い
で

B
元
帳
(
め
下
巻
)
三
八
四
丁
へ
、

よ
り
一
六
六
八
年
克
月
ま
ι

で
、
そ
し
て
六

O
九
丁
、

三
月
三
十
一
日
の
芯
の
を
ま
と
め
て
い
る
。
六
五

O
丁
の
損
益
勘
定
の
差
額
(
一
一
口
)
は
六
五
三
丁
の
資
本

3
g
n
E
勘
定
に
転
記
さ

れ
る
。こ
の
よ
う
に
記
天
場
所
が
五
カ
所
に
わ
た
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
完
全
に
一
フ
ォ
リ
オ
を
使
っ
て
い
る
。

一
六
六
八
年
九
月
よ
り
一
六
六
九
年
三
月
ま
で
、
さ
ら
に
六
五

O
丁
は
一
六
六
九
年

る
。
こ
れ
を
略
示
す
る
。

使
う
と
き
、
借
方
、
貸
方
そ
れ
ぞ
れ
六

0
項
目
ず
つ
が
記
入
で
き
る
。
七

O
丁
で
は
借
方
が
六

0
項
目
、
貸
方
が
四
三
項
目
書
か
れ
て
い

一
フ
ォ
リ
オ
を
完
人
王
に
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十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

三
八
四
六
二
ポ
ン
ド
七
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
が
、

B
元
帳
下
巻
の
三
八
四
丁
に
繰
越
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
フ
ォ
リ
オ
で
は
借
方
は
「
七

二
四

記
入
さ
れ
、

。
フ
ォ
リ
オ
に
お
け
る
借
方
分
と
し
て
」
(
叶
。
ま
ロ
0
5
宮
内
。
ロ
。
さ
)
借
方
が
三
八
四
六
二
ポ
ン
ド
七
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
が
ま
ず

以
下
v
」

の
よ
う
に
繰
越
関
係
を
も
っ
て
い
る
。

つ
い
で
一
六
六
四
年
六
月
三

O
日
と
し
て
寸
。
当
日
む
目
当
$
σ
:
:
・
町
九
て
い
円
以
下
五
九
項
目
が
室
聞
か
れ
る
。

一
六
六
九
年
三
月
三
十
一
日
は

B
元
帳
の
締
切
り
の
日
で
あ
る
。
六
五

O
丁
の
損
益
勘
定
は
借
方
に
二
七
項
目
、
貸
方
二
四
項
目
が
記

げ

O
戸

mEi---
と
し
て
弘
に
∞
虫
色
1
0
包・
l

に
一
致
し
て
い
る
。

入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
借
方
に
は
二
口
の
損
益
の
在
高
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
貸
方
の
最
下
段
切
可
切
と

-
8
8
向
。
門
広
田
買
え
旨

る
。
こ
れ
が
借
方
の
吋
。
望
。
口
付
と
し
て
の
二
口
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
「
こ
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
利
潤
と
し
て
の
差
額
U
残
高
し
で
あ

句。】目。。問。

H
U
¥円、
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品
白。
に2
0、
0) 

o 
w 

o 

H
N
N
E
H
C吋

1
i
g
l由

こ
こ
で
、
一
一
口
の
資
本
分

3
5
n
w
o
)
が
算
出
さ
れ
て
い
る
が
、

一
六
六
九
年
三
月
一
二
十
一
日
付
け
で
、
六
五
三
丁
の
資
本
勘
定
貸
方

に
転
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
の
資
本
金

Q
g
n
w
)
勘
定
は
集
計
計
算
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

エ
ロ
な
ら
べ
て
記
し
た
の
み
で
あ
る
。

な
お
借
方
に
は
何
も
記



。
hも

的
件
。

n
w

の】
1

・

同
町

S
l
ω
2

5
2
|
ω
i出

入
が
な
い
。
借
方
、
貸
方
の
金
額
的
平
均
に
お
い
て
複
式
記
入
が
完
成
す
る
と
す
れ
ば
、
未
完
成
で
あ
る
が
、
こ
の
記
入
で
純
損
益
が
知

れ
る
の
で
、
損
益
計
算
目
的
は
達
成
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
四
年
八
カ
月
ぶ
り
の
決
算
で
あ
っ
た
。

二
冊
の
元
帳
の
関
係
は
下
巻
へ
の
記
入
が
一
斉
に
行
わ
れ
る
も
の
で
な
く
、
順
次
に
上
巻
の
勘
定
が
一
杯
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
個
別
に

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
記
入
を
開
始
し
て
か
ら
決
算
が
五
年
近
く
の
期
間
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
期
間
計
算
と
は
い
え
、
口
別
計

算
の
性
格
を
多
分
に
の
こ
し
て
い
る
し
、
プ
ラ
イ
ベ
イ
ト
・
ト
レ
イ
ド
な
ど
の
存
在
は
企
業
全
体
と
い
う
企
業
資
本
の
統
一
的
観
念
を
ま

だ
充
分
に
成
立
さ
せ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。

損
益
勘
定
へ
の
記
帳
。
す
べ
て
の
損
益
関
係
勘
定
か
ら
損
益
勘
定
に
個
々
に
転
記
さ
れ
る
。

「
す
べ
て
の
名
目
勘
定
の
残
高
、
す
べ
て

の
売
買
勘
定
公
白
色
ロ
伺
凶
円
円
。
去
る
、
す
な
わ
ち
商
品
勘
定
、
航
海
勘
定
な
ど
に
つ
い
て
の
損
益
の
記
録
、
所
有
者
の
た
め
の
追
加
分
と

し
て
の
記
入
、
ま
た
企
業
(
同
町
B
)
の
資
産
か
ら
の
減
額
、
そ
し
て
資
産
〔
再
〕
評
価
の
利
得
・
損
失
な
ど
は
損
益
勘
定
に
(
ま
た
は
そ

れ
を
通
じ
て
)
記
入
さ
札
幻
」
。
集
合
損
益
勘
定
と
し
て
出
現
す
る
が
「
名
目
〔
損
益
〕
勘
定
の
組
織
的
計
算
・
整
理
」
を
容
易
に
し
、

六
六
九
年
三
月
三
十
一
日
と
い
う
日
に
決
算
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一
六
六
九
年
四
月
一
日
に

C
元
帳
(
イ
ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
分
類
番
号
は
戸
¥
〉
¥
の
¥
H
¥
H
¥
ち
が
設
け
ら
れ
る
。

こ
れ
は
一
六
七
一
年
四
月
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
資
本

(goロW
)

勘
定
が
設
け
ら
れ
て
き
て
い
る
。

(

1

)
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a
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ωM-

十
七
世
紀
後
期
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題

二
五



十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

一一六

4 

決
算
と
一
冗
帳
締
切
り

一
六
六
四
年
七
月
一
日
の
取
締
役
会
(
門
吉
片
付
え

g
B
B宮
町
四
)
は
新
帳
簿
体
系
を
整
え
る
べ
き
命
令
を
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
設

定
さ
れ
る
も
の
が
一
六
六
四
年
八
月
一
日
か
ら
始
ま
る
新
し
い
複
式
簿
記
制
度
で
あ
る
。
前
項
で
み
た
損
益
勘
定
へ
の
記
入
事
項
の
数
の

大
さ
。
こ
れ
は
口
別
計
算
の
個
別
転
記
に
由
来
す
る
が
、
個
別
の
取
引
の
統
制
、
管
理
が
強
-
調
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
財
貨
の
変
動

と
な
る
取
引
過
程
の
記
録
は
極
め
て
具
体
的
、
正
確
に
記
録
さ
れ
て
い
た
。

「
一
六
六
四
年
八
月
一
日
に
始
ま
っ
た
複
式
簿
記
法
の
元
帳
は
、
会
社
の
資
産
、
負
債
の
す
べ
て
を
合
ん
で
い
る
も
の
で
は
な
か
っ

(
l〕た
」
。
七
月
一
日
の
決
議
、
そ
し
て
八
月
一
日
よ
り
の
施
行
に
は
準
備
期
間
が
不
足
で
あ
っ
た
。
「
明
ら
か
に
会
計
係
は
、

『
旧
帳
簿
の
記

入
と
締
切
り
』
守
口
円
。
門
戸

H
u
m
g
a
gロ
宮
内
叩
匹
。
。
区
切

oowg)
の
時
間
が
な
か
っ
た
」
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
と
の
よ
う
に
包
括
的
な
開
始

〔
棚
卸
〕
記
入
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
五
カ
年
に
わ
た
る
元
眠
へ
の
資
産
、
負
債
の
時
折
な
さ
れ
る
追
加
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

(2) 
る」。当
時
の
簿
記
書
、
ダ
ホ
ル
ネ
ハ
河
-
U
え
ま

3σ)
『
商
人
の
鏡
』
(
一
六
三
五
年
)
に
は
財
産
目
録
の
説
明
が
あ
る
。

」
れ
が
記
帳
実
践

で
開
始
記
入
の
材
料
と
は
な
ら
な
か
っ
た
か
。
ま
た
コ
リ
ン
ズ

Q
O
F
ロ
ロ

o
E
D由
)
の
簿
記
書
も
め
る
。

」
れ
は
ダ
ホ
ル
ネ
の
補
遺
的
書

物
で
も
あ
る
。
開
始
記
入
に
対
す
る
準
備
と
し
て
、
簿
記
制
度
が
成
立
し
、
継
続
し
た
際
に
は
開
始
残
高
勘
定
の
使
用
が
な
さ
れ
る
。
こ

(3) 

れ
は
リ
セ
ッ
ト
(
〉
・
ピ
回
0
3
の
簿
記
書
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

財
産
目
録
の
作
成
方
法
、
開
始
残
高
勘
定
の
設
定
が
こ
の
よ
う
な
簿
記
書
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
簿
記
実
践
に
お
い
て
は
、
こ
れ
が

必
ず
し
も
行
わ
れ
な
い
。
簿
記
書
の
理
論
状
況
と
複
式
簿
記
実
践
と
は
議
離
し
て
い
る
。
当
時
の
抽
象
的
思
考
と
東
イ
ン
ド
会
社
の
具
体

的
簿
記
実
践
と
は
規
模
に
大
き
な
離
た
り
が
あ
っ
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
当
時
の
簿
記
実
践
状
況
と
東
イ
ン
ド
会
社
の
そ
れ
と
の
差
も
あ



(
4
)
 

ろ
う
。
東
イ
ン
ド
会
社
の
簿
記
は
当
時
の
一
般
的
な
簿
記
実
践
よ
り
も
優
秀
で
あ
っ
た
と
ス
コ
ッ
ト
は
の
べ
て
い
る
。
簿
記
実
践
に
お
い

て
は
簿
記
書
通
り
に
は
行
え
な
い
。
こ
れ
が

B
元
帳
の
出
発
点
で
あ
る
が
、

C
元
帳
に
い
た
る
と
状
況
は
異
な
っ
て
く
る
。

一
六
六
四
年
八
月
一
日
よ
り
一
六
六
九
年
三
月
三
十
一
日
に
わ
た
る
会
計
期
間
が
、
新
し
く
設
け
ら
れ
た
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
制
度

に
よ
る
実
践
で
、
四
年
八
カ
月
に
わ
た
る
も
の
で
、
し
か
も
二
冊
の
元
帳
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

元
帳
の
記
入
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
な
っ
た
と
き
帳
簿
の
締
切
り
を
な
す
の
が
、
十
六
・
十
七
世
紀
の
記
入
実
践
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
帳
簿
の
締
切
り
と
決
算
と
は
等
し
く
な
い
と
い
う
。

一
冊
の
元
帳
に
は
多
く
の
フ
ォ
リ
オ
が
あ
る
。

B
元
帳
上
巻
は
第
一
丁
か

ら
二
七
五
丁
ま
で
の
二
七
五
フ
ォ
リ
ォ
、
下
巻
は
第
二
七
六
丁
か
ら
六
五
三
丁
ま
で
の
三
七
八
フ
ォ
リ
ォ
、
そ
し
て
一
フ
ォ
リ
オ
に
数
個

の
勘
定
が
設
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
ま
た
一
個
の
勘
定
が
数
フ
ォ
リ
オ
に
ま
た
が
る
場
合
も
あ
っ
て
、

一
定
し
た
分
量
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
あ
る
一
個
の
勘
定
が
、
そ
の
元
帳
の
な
か
で
は
処
理
が
終
ら
ず
、
次
の
元
帳
の
な
か
に
続
き
と
し
て
そ
の
勘
定
を
準

備
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
順
次
に
新
し
い
取
引
、
す
な
わ
ち
い
ま
ま
で
扱
っ
た
こ
と
の
な
い
内
容
の
取
引
の
発
生
が
新
規
の
勘

定
、
新
フ
ォ
リ
オ
を
必
要
と
し
て
く
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

B
元
帳
は
二
冊
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
帳
簿
内
の
勘
定
は
既
定
の
も
の
と
い

う
よ
り
は
取
引
に
応
じ
て
設
け
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

決
算
の
方
式
は
、
英
米
法
的
で
あ
る
か
、
ま
た
大
陸
法
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
損
益
数
値
は
す
で
に
前
項
で
み
て
き
た
よ
う
に
損
益

勘
定
で
h
お
也
、
宏
司
l
O
官・
l
l
と
計
算
さ
れ
て
い
る
。
損
益
勘
定
に
よ
っ
て
決
算
数
値
を
え
た
こ
と
は
、

も
は
や
複
式
簿
記
の
完
成
を
意
味

し
て
い
る
が
、
形
式
的
に
は
残
高
勘
定
に
よ
っ
て
も
算
出
さ
れ
ね
ば
複
式
簿
記
の
計
算
機
構
と
し
て
の
意
味
を
な
さ
な
い
。

フ
オ
リ
オ

残
高
勘
定
に
つ
い
て
。

B
元
帳
に
は
第
一

O
丁
に
切
白
!
ロ

gskF口
nos-(残
高
勘
定
)
が
出
て
く
る
。

」
れ
は
一
面
に
お
い
て
開

始
残
高
勘
定
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
性
格
を
持
っ
て
は
じ
ま
る
が
、
前
(
1
項
)
に
の
べ
た
よ
う
に
貸
方
側
に
、
八
月
一
日
に

g-

十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

二
七



十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

二
八

ω04os--
〉円

nog]VZσB戸
町
四
宮
内
円

0
5
向。円問。山口町円切。

ow巾
印
ヴ
白
山
口
四
日

HHHH)円四回門

(
前
帳
よ
り
繰
越
さ
れ
た
諸
勘
定
〔
諸
口
〕
に
対
し
て

貸
方
)
と
な
る
。

ω叩
2
5ロ
〉
円

gBH)門
的
と
い
う
勘
定
名
が
出
て
く
る
が
、

「
諸
口
」
と
簿
記
的
用
語
が
用
い
ら
れ
、
総
括
転
記
の
方
法

が
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
十
七
世
紀
初
頭
に
開
発
さ
れ
て
く
る
。

開
始
残
高
勘
定
と
い
っ
た
が
、
八
月
一
日
に
の
み
記
入
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、

八
月
十
五
日
に
な
る
と
借
方
に
二
口
、

す
な
わ
ち
叶
。

ω2!日
山
口
〉
円
円
。

BH)門的問
2
5
0巳
2
0巧
E
m
m注
目
白

Z
5
2
(利
子
と
し
て
の
現
金
支
出
を
な
し
た
諸
勘
定
に
対
し
て
借
方
)
、
ま
た
「
サ

ラ
ト
向
け
航
海
勘
定
に
対
し
て
借
方
」
が
示
さ
れ
て
く
る
。
同
じ
く
八
月
十
五
日
に
は
貸
方
に
「
サ
ラ
ト
向
け
航
海
勘
定
に
対
し
て
貸

方
」
、
「
マ
ド
ラ
ス
向
け
航
海
勘
定
に
対
し
て
貸
方
」
、
「
パ
ン
ダ
ム
向
け
航
海
勘
定
に
対
し
て
貸
方
」
の
三
口
が
記
入
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
借
方
に
は
二
ハ
六
五
年
九
月
十
五
日
に
い
た
る
ま
で
二
十
三
日
の
記
入
が
な
さ
れ
、
貸
方
は
一
六
六
五
年
九
月
一

日
ま
で
五
十
六
口
が
記
入
さ
れ
合
計
は
h

E
アロ
H
l
呂田・
l

∞
門
戸
で
あ
っ
た
。
借
方
合
計
よ
り
も
h
巴
ω
h
S
1
0自由・
1
2・
多
い
。
こ
れ
は
資

産
在
高
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
バ
ラ
ン
ス
勘
定
の
借
方
に
記
入
さ
れ
て
貸
借
は
一
致
す
る
。

こ
の
金
額
は

叶
。
伊
丹
田
円
Hmw
仏宗門げ。円一口
O

件。

同
己
目
。
と
し
て
、
九
六
丁
の
切
と
日

8
2
0同同
R
B
R
切
O
O
W
叩
と
い
う
勘
定
の
貸
方
に
差
額
の
繰
越
の
転
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。

九
六
丁
の

E
-
-
8
2
0問問。円
B
2
切
o
o
Z
の
繰
越
残
高

LNωN也
、
∞
巧
10日叩・

l
E・
は
三
九
一
了
、

す
な
わ
ち

B
元
帳
の
下
巻
に
繰
越

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
九
一
丁
は
切
乱

Z
D
B
勘
定
と
な
っ
て
い
る
。

切回目

H
8
8
勘
定
も

E
E
3
2
0同
切

o
o
Z
勘
定
と
同
一
性
質
で

あ
る
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
勘
定
は
一
六
六
六
年
十
一
月
二
十
一
日
の
借
方
記
入
か
ら
始
ま
っ
て
、

一
ム
ハ
六
九
年
三
月
三
十
一
日
に
最
終
記
入

と
な
っ
て
い
る
。
次
ぺ

l
ジ
に
そ
の
形
式
を
略
示
す
る
。

「
最
終
記
入
」
。

借
方
側
下
方
の
三
つ
の
損
益
勘
定
項
目
は
六
五

O
丁
の
損
益
勘
定
の
貸
方
に
記
入
さ
れ
て
行
く
。

最
終
記
入
と
記
し

た
の
は
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
(
残
高
)
勘
定
は
締
切
り
の
形
式
が
と
ら
れ
て
い
な
い
。
前
表
に
示
し
た
よ
う
に
書
き
っ
放
し
の
状
態
で
あ
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と
い
っ
た
勘
定
で
あ
る
。

十
七
世
紀
後
期
で
は
ま
だ
「
固
定
資
産
勘
定
」
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
本
社
の
土
地
と
か
建
物
は
元
帳
に
は
記
録
が
な
い
。
こ
れ
は

損
益
計
算
に
関
係
な
く
、
叶
ぬ
円
門
広
O
円E
H

O

己
凶
】
叫
に
記
載
が
あ
る
。

ハ
2
〉

う
「
A
元
帳

(
B
一
元
帳
の
上
巻
|
|
茂
木
)
の
ふ
ら
ふ
ら
し
た
出
発
」
が
損
益
計
算
を
不
充
分
に
し
た
の
か
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
こ
と

一
元
帳
と
い
う
会
計
帳
簿
に
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

ピ
ン
ユ
ン
の
い

足
り
た
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ハ
1
)
本
書
は
私
本
で
あ
る
が
、
ィ
ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
フ
ァ
リ
ン
ト
ン
氏
(
宮
戸
司
氏
江
主
ぎ
る
の
好
意
に
よ
っ
て
関
覧

し
た
。

(

2

)

一『・

4
2
D
Y
P
、H，F
O

問
。
]
自
己
同
〉
円
円
。
ロ
ロ
江
口
阿
古
忌
印
刷
8
5
8
Mロロ叩〈四日
0

℃旨叩
PHi---w
匂

-Eω
・

五

B
元
帳
と
C
元
帳
の
関
連

一
一
六
六
九
年
四
月
一
日
よ
り
一
六
七
一
年
四
月
三

O
Hに
わ
た
る
帳
簿
で
あ
る
。
こ
れ
は

B
元
帳
を
引
き
つ
い
だ
も
の
で

(
1
)
 

あ
る
。

B
仕
訳
帳
に
お
い
て
、
「
以
下
に
続
く
帳
簿
な
と
に
転
記
さ
れ
た
総
括
的
勘
定
や
債
務
に
た
い
す
る
借
方
残
高
」

(
E
-
U
2
0
ロ吋・

C
元
帳
は
、

件。

ω己
白
血
門
司
〉

n
g目
立

m
g門
回
口
出

σ門
田

げ

0
5
0
g
p
o
ω
ロ
ロ
口
冊
目
。
古
阿
国

oowgJAN)、

(
2
)
 

た
い
す
る
総
括
勘
定
の
借
方
残
高
」
(
∞
己
主
司
〉
円
円
。
己
HHZ
ロ吋

-
g
∞色

g円
四
同
日
匹
。
同
0
ロ
o邑
口
問
ゎ

2
己主的

R
B
4。
ユ
え

g
a

「
以
下
の
帳
簿
に
転
記
さ
れ
た
貸
方
の
残
高
に

ず

0
3
0
0
4
2
E
S
F
O
同。

-H05口
問
ぴ
。
。

W
2
2
N
)
と
い
う
二
つ
の
総
括
的
仕
訳
記
入
に
よ
っ
て
、
三
月
三
十
一
日
に
、

B
元
帳
の
残

高
関
係
勘
定
は
締
切
ら
れ
る
。

「
C
元
帳
は
こ
れ
ら
の
残
高
〔
開
始
在
高
〕
を
も
っ
て
一
六
六
九
年
四
月
一
日
に
開
始
さ
れ
た
」
。

B
元
帳
の
繰
越
在
高
を
も
と
に
記

十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題
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プミ

決
算
と
配
当

チ
ャ
ー
ル
ズ
ニ
世
に
よ
る
勅
許
に
よ
る
〔
新
〕
会
社
の
配
当
宣
言
は

一
六
六
四
年
八
月
三
日

}
六
六
六
年
二
月
二
日
、

一
六
六
六
年
三
月
ニ
七
日

}
六
七
一
年
五
月
五
日

一
六
七
二
年
四
月
一
五
日
、

一
六
七
二
年
九
月
十
一
日

}
六
七
一
二
年
十
ザ
月
二
四
日

一
六
七
四
年
四
月
六
日

(
1
)
 

と
一

0
年
間
で
八
回
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
一

0
年
間
の

B
l
E元
帳
は
五
冊
か
ら
な
る

(
B元
帳
は
二
冊
で
あ
る
)
。

B
元
帳

一
六
六
四
年
λ
月
よ
り
一
六
六
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

C
元
帳

一
六
六
九
年
四
月
一
日
よ
り
一
六
七
F

年
四
月
三

O
日
ま
で

D
元
帳

一
六
七
一
年
五
月
一
日
よ
り
一
六
七
三
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

E
元
帳

一
六
七
三
年
八
月
一
日
よ
り
一
六
七
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

F
元
帳

二
八
七
六
年
一
月
よ
り
一
六
七
八
年
五
月
ま
で
。
こ
こ
か
ら
株
式
元
帳
と
元
帳
と
が
連
結
し
て
く
る
。
こ
れ
は
h
ω
3
・SHi

官・

l
o
p

と
い
う
株
主
所
有
株
の
金
額
の
開
始
在
高
を
も
っ
て
「
株
主

(KFA4122吋
2
6
元
帳
の
勘
定
」
を
ふ
く
ん
で
い

十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

一→ 一一→ 
一



十

る2幸
紀
後
期
イ
ギ

ス
東
イ
ン
ド
ぷ』
A 

社
。〉
会
計
問
題

四

そ
れ
ぞ
れ
の
元
帳
期
間
と
配
当
時
期
は
一
致
し
て
い
な
い
。

一
六
七
一
年
五
耳
五
百
の
配
当
宣
言
の
み
C
元
帳
の
締
切
り
、
決
算
と
一

致
し
て
い
た
の
み
で
あ
っ
た
。

一
六
六
六
年
三
月
二
十
七
日
に
配
当
が
な
さ
れ
て
以
来
、

一
六
七
一
年
五
月
に
な
る
ま
で
、
四
カ
年
余
配
当
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
株

主
総
会
に
お
け
る
配
当
支
払
の
要
求
の
圧
力
は
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
実
現
は
「
こ
の
配
当
の
時
期
と
配
当
額
を
決
定
す
る
前
に
、

利
潤
が
算
出
さ
れ
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
ま
で
(
決
算
が
な
さ
れ
る
ま
で
)
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ

U
h

近
代
的
株
式
会
社
を
成
立
さ
せ
た
も
の
と
し
て
一
六
六
二
年
の
勅
許
が
あ
っ
た
が
、
一
六
六
四
年
以
降
に
、
「
清
算
と
決
算
、
払
戻
と

配
当
を
未
分
化
の
ま
ま
包
含
す
る
と
こ
ろ
の
従
来
の
分
割
制

2
Z
U
E
D
)
は
企
業
の
永
続
化
と
と
も
に
全
く
揚
棄
せ
ら
れ
、
本
来
の
姿

の
『
配
当
制
』
(
会

4Ege--す
な
わ
ち
利
潤
部
分
の
み
の
分
配
ー
ー
が
確
立
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
」
。
利
潤
部
分
の
算
出
に
、
以
上

み
て
き
た
複
式
簿
記
法
が
大
き
な
役
割
を
は
た
す
の
で
あ
る
。

一
六
六
四
年
八
月
三
日
の
配
当
宣
一
一
一
一
口
、
実
際
の
支
払
は
一
六
六
五
年
六
月
三
日
と
十
カ
月
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
が
あ
り
、

月
二
日
と
同
年
三
刃
二
十
七
日
の
一
一
つ
の
配
当
宣
言
、
そ
の
支
払
い
は
一
六
六
七
年
二
月
二

O
日
に
一
度
に
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
間

の
間
隔
の
長
い
こ
と
。

二
ハ
六
六
年

こ
こ
に
お
い
て
は
配
当
制
は
成
立
し
た
と
は
い
え
、
ま
ど
会
計
計
算
に
根
拠
を
持
た
な
か
っ
た
。

(
5
)
 

階
、
ま
た
帳
簿
以
前
の
「
一
六
六
二
年
六
月
八
日
の
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
改
組
以
降
の
第
一
回
の
配
当
が
な
さ
れ
た
と
き
」
は
、
そ
の
配
当

B
元
帳
の
段

金
は
利
潤
の
分
配
か
、
資
本
の
払
戻
し
か
と
い
う
問
題
が
出
る
ほ
ど
充
分
な
簿
記
計
算
が
な
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

複
式
簿
記
に
も
と
づ
く
配
当
、
こ
れ
は
資
本
と
利
益
の
会
計
的
区
分
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
ど
ン
ユ
ン
は
い
う
、

〈

6
)

に
集
め
ら
れ
た
会
計
的
知
識
は
こ
の
決
定
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
」
。
こ
こ
に

C
元
帳
は
一
六
七
一
年
四
月
三

O
日
に
決
算
が
行
な

「
思
う
に
C
元
帳



杓
れ
、
配
当
宣
言
は
五
月
五
日
に
な
さ
れ
ト
支
払
は
五
月
十
入
日
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
ラ
た
か

こ
の
配
当
に
つ
い
て
「
継
続
的
に
富
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
株
主
総
会
は
す
で
に
貿
易
実
務
の
遂
行
や
信
用
の
保
持
と
は

矛
盾
し
な
い
程
z

肢
で
、
よ
り
一
層
多
く
の
配
当
を
な
す
で
あ
ろ
う
(
切
・
回
・

ω包
口
問
宮
弓
"
k
r

れ
と
g
a
R
。
同
吾
o
p
c立
冨
E
E
g

巾門口・

0
同

F
O
何
回
目
叶
円
ロ
岳
山
わ
ogHvguコ
E

コl
寸

ω〉
と
い
う
宣
言
は
、
未
来
の
配
当
は
利
潤
に
基
礎
つ
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

(
7
)
 

こ
と
を
意
味
す
る
」
。

C
元
帳
の
決
算
に
お
い
て
、

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ま
た
し
ば
ら
く
は
軍
離
状
態
が
続
く
。

は
じ
め
帳
簿
数
値
と
配
当
が
一
致
し
た
の
で
あ
っ
た
。

近
代
会
計
実
践
が
ふ
み
出
さ

(
1
U
H・
4
『山口
}
5・
↓
E
N
S
-由
民
〉
尽
き
口
氏
HH四
宮
仔
印
刷
8
5
8山内り
2
0
-
8
B
B寸・:・
-HV・
ωお
巧
-
H
P
ω
S
F
、
呂
町
の
ロ
ロ
由
民
宮
神
宮
口

田口
a
E
D白口
g
o
h
H
W口四回目的
Y
ω
g在
的
}
凶
担
ロ
品
目
門
戸
回
目
HHD-三
lgonw
の
O
B切削富山
2
5
H叶N
C
W

〈
o-zS叩
H
F
Z叩
4
J問。吋
}PHU印
H・
-u・弓∞・

〈

2
)
色
町

ωg-
∞坦印日目・
1
0
仏
・
と
い
う
資
本
金
額
に
つ
い
て
は
、
ィ
ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
の
戸
¥
〉
¥
Q
D
D
D
(国
050

由。己申回

B
Uロ
〈
口
「
円
)
に
お
い
て
、
四
四
葉
に
巳
田
仲
良

k
r弘
〈

-
E
Z
5
3
ロ由
8
8
h
v
ω
g
n
z
-
H凸
誌
の
裏
面
に
回
山
口
出
口
口
叩
口
同
仲
町
四

ω件。円}内

ぎ
岳
山
口
〉
胃
E
5
3
と
い
う
見
出
の
表
が
あ
り
、
そ
の
合
計
は
冒
頭
の
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
表
示
す
る
。

ι
一

一

一

一

回

一

3

一

一

一

一

日

一

↑

一

一

倒

ω
回

一

一

一

A

B

C

D

E

F

G

H

I

K

L

M

N

O

P

R

S

T

V

W

Y

 

な
お
A
、
B
、

c、
ー
ー
ー
と
い
う
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
株
主
の
姓
名
の
頭
文
字
で
、

A
と
い
う
頭
文
字
の
人
々
の
所
有
株
式
の
金
額
は

h
E
L
E

-
-
ー
で
あ
る
。
以
下
同
じ
で
あ
る
。

ハU
R
υ
A
A官

1
・

ム

守

l
l
a
A
H
V

ハU
n
b
n
u

可
，
ム

A
H
V
4
E
A

れ
V

η

。。。
A
V

--ム

1A
司

i
噌

i

s. 

16 

05 

£ 

14，450 
45，830 

38，117 

24，928 

6，197 
7，800 
10，634 

28，925 

11，581 
4，225 

22，552 

31，554 

4，137 
2，400 
13，350 

20，025 
21， 231 

31， 764 

4，745 
25，142 
300 

十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ

y
ド
会
社
の
会
計
問
題

05 計 369，891

五



な
お
、
ん
九
葉
は
切
札
戸
田
口
8
0向
吾

叩

2
0口
付
回

8
w
g
p叩
戸
目
的
件
。
同
り

2
0
5
σ
R
5
a
-
i
N・
と
い
う
表
が
あ
る
が
、

二
月
の
表
示
の
問
に
は
若
干
の
移
動
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ι
一
一
一
一

6

一
3

↑
一
一
一
日
一

4

十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
祉
の
会
計
問
題

9 

3 

s. 

10 

14 

A
U

白
u

ハU
A

H

V

-
E
-『
句

E
4

司
E
目

。

唱

『

↓

8

U

 

£ 

15，725 
48，455 
38，567 
24，050 
2，034 
8，050 
11，182 

26，697 
11，406 

4，350 

22，052 

28，391 

3，987 
3，156 
15，775 
18，425 
21， 575 

3Q，308 
5，745 
24，655 
300 

369，891 

A

B

C

D

E

F

G

E

I

K

L

M

N

O

P

R

S

T

V

W

Y

 

F
D

且
u
q
h噌

F
D
Q
u
q
J
V
1
4
0
d
F
b
q
d
q
A
Q
U
1ム

A

官。
O

A
電

量

U

つd
η
'
4
9
0
9
h
M

9

u

n

t

F

h

υ

q

U

1

4

0

白

n

J

1
ム

q
J

っο
1

i

o

b

q

G

A

4

q

J

q

d

4・ノ、
四
月
の
表
示
と
十

5 554 

こ
の
株
主
総
数
は
五
五
四
名
で
あ
っ
た
。
新
会
計
制
度
の
始
め
に
お
け
る
株
式
所
有
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
金
額
で
改
組
さ
れ
た
新
会
社
の
資
本

は
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る

G
8
F
毛
・
門
広
-
w
J
1
0
「
ロ
ヲ
唱

-
H
8
v。
〔
以
上
の
表
は
筆
者
の
ノ

I
ト
に
よ
る
。
〕

(
3〉
-
M
-
d
q
z
y
p
a
v
n
F
H
4
司・

ω怠・

(
4
〉
大
塚
久
雄
『
株
式
会
社
発
生
史
論
』
(
大
塚
久
雄
著
作
集
第
一
巻
)
四
九
九
ペ
ー
ジ
。

ハ
5
)

大
塚
久
雄
前
掲
書
五

O
七
ペ
ー
ジ
、
ョ
-
H
N

・
ω
s
p
a
-
n
p・
〈
O
H
-
F

旬

-
q∞・

(
8〉

H

・
4
3
i
z
p
o
p
a
f
日

y
ω
ミ・

ハ
7
〉

下

当

官

官

p
g芯・



七

む

す

びー

こ
こ
に
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
、
こ
れ
は
ま
た
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
会
社
と
い
わ
れ
る
段
階
の
、
し
か
し
近
代
的
株
式
会
社
と
い
う

性
格
を
持
っ
た
状
態
で
の
簿
記
実
践
に
つ
い
て
、
会
計
技
術
の
存
在
状
況
の
分
析
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。

東
イ
ン
ド
会
社
は
当
座
的
性
格
よ
り
一
六
五
七
年
の
グ
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
改
組
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
勅
許
に
よ
っ
て
永
続
的
性
格
を
も

っ
て
き
た
。
こ
の
時
期
の
会
計
問
題
を
本
稿
で
は
主
と
し
て
複
式
簿
記
技
術
の
面
に
か
か
わ
ら
し
て
分
析
し
た
の
で
あ
っ
た
。
複
式
記
入

関
係
は
く
ど
い
程
、
綿
密
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
た
が
、
決
算
の
記
帳
に
は
若
子
の
不
充
分
さ
が
あ
っ
た
。

こ
の
不
充
分
さ
は

B
元
帳
二
冊
に
あ
ら
わ
れ
た
。
本
稿
で
は
主
と
し
て
B
元
帳
1

1

一
六
六
四
年
八
月
か
ら
一
ム
ハ
六
九
年
三
月
|
|
に

考
察
の
中
心
を
お
い
た
が
、
決
算
技
術
の
関
連
か
ら
C
元
帳
に
も
関
説
し
た
。

C
元
帳
に
い
た
る
と
簿
記
の
基
礎
、
開
始
記
入
の
斉
一
性

が
確
立
し
て
く
る
。
し
か
し
、

C
元
帳
の
分
析
は
B
元
帳
を
補
完
す
る
べ
く
分
析
し
た
の
で
あ
っ
て
本
格
的
分
析
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

大
塚
教
授
も
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
近
代
的
株
式
会
社
の
公
開
せ
ら
る
べ
き
整
然
た
る
簿
記
が
こ
こ
に
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。
た

だ
教
授
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
、

「
世
界
史
に
お
け
る
最
初
の
姿
を
あ
ら
わ
し
た
」

(
大
塚
久
雄
著
作
集
第
一
巻
五

0
0ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ

る
が
、
そ
の
最
初
の
姿
は
一
六
二

0
年
代
の
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
な
か
に
あ
る
。
教
授
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
簿
記
を

「
終
り
に
い
た
る
ま
で
秘
密
の
中
に
閉
込
め
ら
れ
、
乱
脈
を
き
わ
め
た
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
簿
記
」

(
向
上
五

0
0
ペ
ー
ジ
)
と

酷
評
を
下
さ
れ
て
い
る
。
簿
記
技
術
・
制
度
と
簿
記
の
運
用
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
提
言
で
あ
る
が
、

一
応
、
簿
記
技
術

の
み
を
、
現
存
の
帳
簿
史
料
(
平
戸
、
長
崎
で
記
帳
さ
れ
た
一
六
二
四
年
以
降
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
簿
記
)
と
対
比
す
る
と
き
オ
ラ
ン
ダ
に

先
進
性
が
認
め
ら
れ
る
。
十
七
世
紀
中
葉
ま
で
イ
ギ
リ
ス
よ
り
進
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
人
は
オ
ラ
ン
ダ
を
イ
ギ
リ
ス
の

十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
シ
ド
会
社
の
会
計
問
題

七



十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

/¥ 

簿
記
学
校
と
い
う
呼
び
方
を
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。

い
ま
こ
こ
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
簿
記
を
問
題
と
し
た
の
は
、
会
計
史
に
お
け
る
比
較
史
的
手
法
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ

て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
簿
記
実
践
の
歴
史
的
特
質
が
一
層
明
ら
か
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
英
・
蘭
比
較
会
計
史
は
十
七
・
八
世

紀
会
計
史
を
と
く
錘
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
「
む
す
び
」
を
つ
け
よ
う
。

帳
簿
(
元
帳
)
は
大
部
の
も
の
で
、
そ
こ
に
開
設
さ
れ
た
諸
勘
定
の
借
方
、
貸
方
関
連
の
複
式
記
入
は
精
巧
な
関
連
を
も
っ
て
い
た
。

こ
れ
が
三
十
九
冊
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
が
一
六
六
四
年
以
降
ほ
ぼ
二

O
O年
に
わ
た
っ
て
い
る
。

「
固
定
資
産
」
に
あ
た
る
も
の
が
H

元
帳
(
一
六
八
二
年
か
ら
一
六
九
四
年
六
月
ま
で
)
に
現
わ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
一
七

O
二
年
に
は
合
同
京
イ
ン
ド
会
社
口
巳

g
a

ハU
O
B
H
)
田口吋
O

同
居
。
円
門
町
富
一
昨
白
色
開
口
四
一
戸
山
口
仏
可
白
色
E
回目口付。

5
0
開
白
色
宮
丘
町
凶
と
な
る
。
こ
れ
に
と
も
な
う
帳
簿
組
織
が
新
ら
た
に
設

定
さ
れ
る
。

一
七

O
五
年
か
ら
、
ま
た
あ
ら
た
に

B
元
帳
|
|
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
会
社
で
も
B
帳
か
ら
K
帳
ま
で
あ
っ
て
、
ま
ぎ
ら
わ

し
い
ー
ー
か
ら
始
ま
る
。

十
八
世
紀
な
か
ぱ
一
七
五
六
年
か
ら
六
三
年
に
わ
た
る

K
元
眠

(
F
¥
〉
¥
の

¥
H
h
b
s
に
お
い
て
年
次
計
算
が

な
さ
れ
て
く
る
。
こ
の
年
次
計
算
と
と
も
に
固
定
資
産
の
概
念
の
確
立
、
評
価
が
な
さ
れ
て
く
る
が
、
ま
だ
減
価
償
却
概
念
は
な
か
っ
た

。
東
イ
ン
ド
会
社
は
前
期
的
資
本
で
あ
る
。
そ
れ
は
商
業
資
本
の
循
環
様
式
を
と
る
。
流
通
過
程
の
み
よ
り
な
る
資
本
で
減
価
償
却
計
算

を
必
要
と
は
し
な
い
。
減
価
償
却
は
産
業
資
本
の
存
在
、
原
価
計
算
の
機
能
の
な
か
で
具
体
化
す
る
。

一
八
五
七
年
か
ら
五
九
年
に
か
け

て
の
「
セ
ポ
イ
の
反
乱
」
の
う
ち
に
印
度
統
治
改
善
法
が
施
行
さ
れ
る
な
か
で
、
東
イ
ン
ド
会
社
は
業
務
を
停
止
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

終
り
に
い
た
る
ま
で
、

「
減
価
償
却
」
は
損
益
計
算
的
に
問
題
と
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
も
ち
論
、
ャ

i
メ
イ
が
指
摘
す
る
棚
卸
評
価
法

仁
よ
る
固
定
資
産
の
計
算
制
把
握
は
な
さ
れ
て
く
る
。



本
稿
で
は
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
会
社
の

B
元
帳
に
考
察
の
中
心
を
お
い
た
が
、
ま
だ
固
定
資
産
は
帳
簿
上
に
あ
ら
わ
れ
て
は
い
な
い
。

十
七
世
紀
中
葉
で
は
損
益
計
算
的
に
除
外
さ
れ
て
い
た
。
今
町
的
に
は
不
充
分
で
あ
ろ
う
が
当
時
に
お
い
て
は
簿
記
実
践
的
に
、
こ
れ
で

充
分
で
当
時
の
先
頭
を
切
っ
て
い
た
。

「
東
イ
ン
ド
会
社
の
初
期
の
複
式
簿
記
記
録
に
反
映
き
れ
て
い
る
会
計
は
、
こ
の
時
代
の
個
々
の
企
業
家
の
会
計
と
は
類
似
し
て
い
な

か
っ
た
」
(
巧
宮
口
口
)
。
ニ
の
よ
う
に
ピ
ン
ユ
ン
教
授
は
い
わ
れ
る
が
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
一
六
六

O
l
l七
0
年
代
の
状
況
に
つ
い
て
い

わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
東
イ
ン
ド
会
社
は
十
七
世
紀
の
は
じ
め
よ
り
、
そ
の
他
の
諸
会
社
の
簿
記
よ
り
進
歩
し
守
た
も
の
を
持
っ
て
い
た
。
‘

「
束
イ
ン
ド
会
社
は
、
そ
の
先
行
者
た
ち
の
な
か
で
一
般
的
で
あ
っ
た
簿
記
法
よ
り
も
、
よ
り
科
学
的
な
簿
記
法
で
、
そ
の
会
計
を
行
な

お
う
と
努
力
し
て
い
た
」
(
巧
・
悶
・

ω円
O
F
寸

F
o
n
s注目
Z
2
8
8
a
E
S
D
n
o
i
-
-
-
-
く

0】ロ
BOHW-v・
H
a
-
Y
こ
の
伝
統
が
、

一六

六
四
年
に
開
花
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
東
イ
ン
ド
会
社
の
簿
記
係
は
複
式
簿
記
の
優
利
性
を
知
っ
て
い
た
。
そ
の
一
人
に
一
六
三
二
年
に
簿

記
書
〔
〉
宮
。
乱
開
一
阿
円
。
-rD二
口
問
HEntoD
向。吋

F
O
何

M
g
2
8仏
可

2
r
a
山
内

0
4
z
m
足。吋
n
v
E
Z
閃

cow
。
同
〉

2
0
5
5
ヴ
可

巧
mぷ可。同日)白ず円。吋

mD内同わ
2
2
5
3
〉同門
2
p
o
ロ丘町

g
z
m
g
D
O
F
H
S号
DWHaNU
を
出
し
た
カ
ー
ベ
ン
ダ
ー
(
わ
昌
窓
口
付
ゆ
る
が
い

る
。
簿
記
書
を
著
す
よ
う
な
人
が
社
員
に
な
っ
て
い
る
。

一
六
三
五
年
に
は
前
に
ふ
れ
た

R
・
ダ
ブ
ォ
ル
ネ
が
、
有
名
な
『
商
人
の
鏡
』

を
出
し
て
い
る
。
十
七
世
紀
後
期
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
簿
記
論
は
め
ざ
ま
し
い
展
開
を
と
げ
る
。
当
時
の
簿
記
書
が
簿
記
実
践
と
ど
う
い

う
関
係
に
あ
る
か
の
検
討
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

簿
記
書
に
示
さ
れ
た
技
術
水
準
は
一
般
の
簿
記
実
務
よ
り
は
進
歩
し
た
も
の
が
示
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
く
に
決
算
技

実
務
を
示
す
も
の
の
一
つ
に
、

術
に
は
大
き
な
離
り
が
あ
る
。
し
か
し
、
東
イ
ン
ド
会
社
で
は
、
簿
記
書
に
示
さ
れ
た
以
上
の
水
準
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

(
1
)
 

レ
!
ヴ
ァ
ン
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
(
戸
04mD件

RU053D吋
)
の
一
一
惜
の
元
帳
が
あ
る
。

一
般
の
簿
記

十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

九



十
七
世
紀
後
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
問
題

四
0 

こ
の
帳
簿
は
一
七
一

O
年
か
ら
一
七
七
二
年
に
わ
た
る
も
の
で
、
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
は
じ
め
は
一
七
一

O
年
か
ら
、

一
七
三
一

O

年
に
か
け
て
の
元
帳
で
あ
る
。
損
益
勘
定
は
、
こ
の
間
た
だ
一
回
、

で
あ
る
。
こ
の
間
約
二

O
年
、
束
イ
ン
ド
会
社
が
七
年
な
い
し
三
年
と
し
て
、

一
七
三

O
年
一
月
二
十
七
日
に
決
算
締
切
り
が
な
さ
れ
て
い
る
の
み

一
六
六
O

|

|
七

0
年
代
に
決
算
が
行
わ
れ
て
い
た
め
に

く
ら
べ
る
と
間
が
あ
き
す
ぎ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
帳
簿
は
若
干
の
白
頁
を
お
い
て
、
後
半
に
ゆ
く
。

一
七
コ
二
年
か
ら
一
七
七

年
に
わ
た
る
第
ニ
の
元
帳
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
主
な
損
益
関
係
の
名
目
勘
定
残
高
は
、
そ
の
は
じ
め
は
不
規
則
↑
な
間
隔
で
損
益
勘
定
に
転

記
さ
れ
る
と
い
う
決
算
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
漸
次
、
午
次
性
を
お
び
て
く
る
。
損
益
計
算
に
お
け
ろ
年
次
位
の
出
現
は
、
近
代
会
計
の

成
立
の
一
つ
の
大
き
な
指
標
で
あ
る
。
年
次
決
算
の
成
立
に
つ
い
て
は
両
者
は
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
り
、
こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
の
大
企
業
の
会

計
年
度
と
し
て
定
着
し
て
く
る
の
が
十
八
世
紀
の
中
葉
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
し
か
し
、
レ

l
ヴ
ァ

y
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
で
は
、
六

O
年

余
に
わ
た
る
営
業
活
動
が
一
冊
の
帳
簿
で
の
み
記
憶
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
技
術
、
そ
れ
の
具
現
と
し
て
の
会
計
帳
簿
〔
元
帳
〕
の
先
進
性

l
i決
算
手
続
で
は
「
大
陸
法
」
が
た
さ
れ
て

い
る
ー
ー
を
み
て
き
た
が
、
記
帳
数
値
の
持
つ
意
味
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。
東
イ
ン
ド
会
社
の
帳
簿
、
こ
れ
は
極

め
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
す
ぐ
る
在
外
研
究
で
閲
覧
の
便
を
は
か
り
、
な
お
同
帳
簿
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
と
っ
て
い
た
だ
い
た
イ

ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
感
謝
す
る
。
ま
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
読
む
た
め
に
マ
イ
ク
ロ
リ
ー
ダ
ー
を
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
立
教
大
学
図
書
館
に
も
謝
意
を
表
し
た
い
。

ハ
I
)

こ
の
帳
簿
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
チ
ャ
ン
ス
リ
i
・
レ
イ
ン
(
(
U
F

出
口
円
。
弓
戸
田
口
与
に
あ
る
M
M

ロ
ず
ロ
円
問
。

S
E
O同
門
戸
口
叩
に
あ
り
、
所
蔵
分
類
番

号
は

ω
H
V
H
a
i
H歪
で
あ
る
。

縦
四
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
厚
さ
七
セ
ン
チ
、
本
文
の
厚
さ
約
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
大
き
き
は
東
イ
ン
ド
会
社
の

帳
簿
よ
り
や
や
少
さ
め
で
薄
い
。




